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i= 0.320 %

４径間連続鈑桁３径間連続鈑桁

落橋防止構造

落橋防止構造

常磐自動車道

図示

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社　長　大

久慈川橋耐震補強工事

久慈川橋

図面番号

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺

耐震補強全体一般図（その２）

B-10
B-6 B-7

PC桁連結

PC桁連結

アラミド繊維巻立て

周方向 目付量 525g/m2

アラミド繊維巻立て

周方向 目付量 525g/m2

アラミド繊維巻立て

周方向 目付量 700g/m2

アラミド繊維巻立て

周方向 目付量 700g/m2

アラミド繊維巻立て

周方向 目付量 525g/m2

アラミド繊維巻立て

周方向 目付量 525g/m2

用地境界線

用地境界線

側 面 図　
S=1:500　

平 面 図　 S=1:500　

那珂市道8-2648号線

4 ／ 9 8

4／98



河川管理用通路
法定外道路

0 10 20 30 40 50 60 70

B3
-16

ST
A.4

83+
15

0 10 20 30 40 50 60 70

B-
8

ST
A.4

83+
56

0 10 20 30 40 50 60 70

B-
9
ST
A.4

84+
20 0 10 20 30 40 50 60 70

B2
-1

ST
A.4

84+
60

至 日立

A
=
7
0
0
 
L
=
3
0
6
.
2
5
0

K
A
 
2
3
-
0
 
S
T
A
.
4
8
4
+
0
3
.
4
2
0

4
8
3
+
0
0

4
8
3
+
2
0

4
8
3
+
4
0

4
8
3
+
6
0

4
8
3
+
8
0

4
8
4
+
0
0

A
=
9
0
0
 
L
=
3
1
1
.
5
3
8

K
A
 
2
3
-
0
 
S
T
A
.
4
8
4
+
0
3
.
4
2
0

4
8
4
+
2
0

4
8
4
+
4
0

4
8
4
+
6
0

4
8
4
+
8
0

4
8
4
+
3
1

80°
30′

00″

1
5
.
2
1
0

4
8
3
0
0
.
0
0
0

2
0
.
0
0
0

4
8
3
 
+
 
0
0

1
5
.
1
4
6

4
8
3
2
0
.
0
0
0

1
4
.
0
5
0

4
8
3
 
+
 
2
0

1
5
.
0
8
2

4
8
3
4
0
.
0
0
0

2
0
.
0
0
0

4
8
3
 
+
 
4
0

1
5
.
0
1
8

4
8
3
6
0
.
0
0
0

2
0
.
0
0
0

4
8
3
 
+
 
6
0

1
4
.
9
5
4

4
8
3
8
0
.
0
0
0

1
3
.
5
0
0

4
8
3
 
+
 
8
0

1
4
.
8
9
0

4
8
4
0
0
.
0
0
0

2
0
.
0
0
0

4
8
4
 
+
 
0
0

1
4
.
8
2
6

4
8
4
2
0
.
0
0
0

1
6
.
5
8
0

4
8
4
 
+
 
2
0

1
4
.
7
6
2

4
8
4
4
0
.
0
0
0

1
2
.
6
1
0

4
8
4
 
+
 
4
0

1
4
.
6
9
8

4
8
4
6
0
.
0
0
0

5
.
5
0
0

4
8
4
 
+
 
6
0

4
.
1
7

3
.
5
7

3
.
5
5

4
.
3
0

3
.
8
7

3
.
0
4

3
.
5
1

9
.
4
0

1
5
.
2
1
0

4
8
3
+
0
0

1
4
.
8
7
9

4
8
4
0
3
.
4
2
0

3
.
4
2
0

K
A
 
2
3
-
0

3
.
0
5

1
5
.
1
9
1

4
8
3
0
5
.
9
5
0

5
.
9
5
0

P
5

1
4
.
9
9
7

4
8
3
6
6
.
5
0
0

6
.
5
0
0

P
6

1
4
.
8
0
2

4
8
4
2
7
.
3
9
0

7
.
3
9
0

P
7

1
4
.
7
1
6

4
8
4
5
4
.
5
0
0

1
4
.
5
0
0

A
2

1000

STA.
484+

54.5
00

A= 900  L= 311.538

S
T
A
.
4
8
3
 
+
 
7
0

2
.
0
0
%

2
.
0
0
%

0
.
0
0
%

S
T
A
.
4
8
4
 
+
 
0
0

0
.
0
0
%

2
.
0
0
%

S
T
A
.
4
8
3
 
+
 
7
0

2
.
0
0
%

STA.
484+

54.5
00

P5 P6 P7 A2

P5 P6

P7
A2

3200

1
6
1
0
0

9
0
0
06000

▽ -5.263

▽ -11.263

Ｍ

Ｆ

5000

22000

4
5
0
0

1
3
4
0
0

1
7
9
0
0

▽ -5.229

∇ 2.953(計画河床)

▽ -21.229

12003050 30501200

8500

1
0
6
0
0

1
7
0
0

1
9
4
0

6
9
6
0

2925
100

2450
100

2925

1490960

Ｍ
Ｍ

12003050

8500

30501200

場所打ち杭 φ1200

L=13.500m,n=24本

場所打ち杭 φ1200

L=18.000m,n=24本

10026750200

400 400 25026100

至 日立

80°
33′

55″

推定支持層線

久慈川橋 耐震補強全体一般図（その３）
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片勾配すり付け図

平面線形曲率図

計画高

地盤高
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単距離

測点

曲線長 曲線半径

交
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高
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点勾
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勾
 配

DL= -20.00

10.00

0.00

-10.00

桁　長　242950

支間長　4 x 60550 = 242200

H.W.L 7.647

∇ -0.047(計画河床)

橋　長　453050

i= 0.320 %

A= 700  L= 306.250

3
1
0
0

単純合成鈑桁４径間連続鈑桁

縁端拡幅工(落橋防止構造)

縁端拡幅工(落橋防止構造)

RC巻立て

RC巻立て

水平力分担構造

水平力分担構造

落橋防止構造

t=500mm

t=500mm

常磐自動車道

図示

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社　長　大

久慈川橋耐震補強工事

図面番号

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺

t=250mm

t=250mm

F →
ＦＭ →

縁端拡幅工(落橋防止構造)
t=550mm

位置不明

久慈川橋

耐震補強全体一般図（その３）

B3-16

B-8

B-9

B2-1

アンカーバー

PCケーブル

水平力分担構造
アンカーバー

縁端拡幅工(落橋防止構造)
t=550mm

アンカーバー

水平力分担構造
アンカーバー

落橋防止構造
PCケーブル

用地境界線

用地境界線

側 面 図　
S=1:500　

平 面 図　 S=1:500　

河
川

管
理
用

通
路

法
定

外
道

路

赤字：耐震補強部材
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

久慈川橋

AP1 耐震補強一般図(A-ライン)終点側

久慈川橋 AP1 耐震補強一般図(A-ライン)終点側 S=1:150

G1 G2 G3 G4 G5 G1 G2 G3 G4 G5

24900

12450 12450

11754x2250=9000227522754x2250=90001175 137 400

正面図 側面図
AP1

P1A - A

M
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0 1
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0

1
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9
63

5
37

1
25
0

1
25
0

A
P1

P
1

24900

1175 9000 2275 2275 9000 1175

1245012450

G1 G2 G3 G4 G5 G1 G2 G3 G4 G5

平面図

G 1

縁端拡幅工

縁端拡幅工

1
50
0

250
縁端拡幅工

注 記

1. 図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

t=250

t=250

t=250

2.既設部材と新設部材の接触面或いは現場溶接の

  熱影響範囲に対して、現場ケレンをした上で

  塗り替えを行うこと。 

8／98

8 ／ 9 8



久慈川橋 P3 耐震補強一般図(A-ライン) S=1:75

側 面 図 

P3 耐震補強一般図(A-ライン)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

350 255253 350

P3
P4P2

3
1
00

3
1
00

100100

1
1
50

1
1
51

落橋防止構造 P2-863(250)

n=6組

1381 1380

落橋防止構造 P2-863(250)
n=6組

落橋防止構造仕様

落橋防止構造規格表

設計水平力(PCケーブル1本当たり)

設計遊間量

863 kN

250 mm

落橋防止構造は、上記の性能を有する製品を使用することとし、この姿図は参考とする。

注記

1.各寸法は施工時に現場実測を実施し
  結果を反映の上決定のこと。

2.落橋防止PCケーブルは参考図とする

断 面 図

平 面 図
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落橋防止構造 P2-863(250)
n=6組

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

4.既設部材と新設部材の接触面或いは現場溶接の

  熱影響範囲に対して、現場ケレンをした上で

  塗り替えを行うこと。 

9／98
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久慈川橋 P7 耐震補強一般図(A-ライン) S=1:75

正面図

平面図

側面図

G5

側面図

G1～G4

水平力分担構造

水平力分担構造

L側R側 L側R側 R側L側R側L側R側

400 400 400 400 400 400 400 400 450264 1228

148

1379

148

1379

37

19021299

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

P7 耐震補強一般図(A-ライン)

久慈川橋

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

縁端拡幅工

2
50

5
50

縁端拡幅工

縁端拡幅工

水平力分担構造

水平力分担構造

550

1
2
00

縁端拡幅工

250

1
2
00

縁端拡幅工

水平力分担構造

550

1
2
00

縁端拡幅工

250
縁端拡幅工

1
2
00

設計荷重

水平力分担構造規格表

橋軸方向

直角方向

0 kN

330 kN

設計遊間量

橋軸方向

直角方向

±100 mm(余裕量±15mm)

±0 mm(余裕量±15mm)

設計荷重

水平力分担構造規格表

橋軸方向

直角方向

0 kN

165 kN

設計遊間量

橋軸方向

直角方向

±100 mm(余裕量±15mm)

±0 mm(余裕量±15mm)

注記

1.各寸法は施工時に現場実測を実施し
  結果を反映の上決定のこと。

P
7

A
2側

P
6側

1
4
90

9
60

P7

P6側 A2側

P7

P6側 A2側

535 120120L1

270
120120L1

L1
G5(R側) 500.5

L1

435

435

435

435

435

435

435

435

G1(R側) 

G1(L側) 

G2(R側) 

G2(L側) 

G3(R側) 

G3(L側) 

G4(R側) 

G4(L側) 

250 250 250 250 250 250 250 250 3001449 414 1378 1529 298 1529 1977

187

298

2.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3.既設部材と新設部材の接触面或いは現場溶接の

  熱影響範囲に対して、現場ケレンをした上で

  塗り替えを行うこと。 

10／98
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14464x2277=9108

3000

2504@1087=4350

2
362
372
37

1
6

662

1
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00

1
5
00

99

A2

久慈川橋 A2 耐震補強一般図(A-ライン) S=1:75

断 面 図

平 面 図

側 面 図 

A2 耐震補強一般図(A-ライン)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

5
40

6
45

6
00

2413 2277 2277 2141

159

10°30'
落橋防止構造(Pa=845kN)

n=3組

G1 G2 G3 G4 G5

9
8

2
47

6
551
0
00

G1 G2 G3 G4 G5

14464x2277=9108

A
2

2413 2277 2277 2141

80
°
31
'3
0"

35882413 2277 2277

2
960 3

530

3
280

水平力分担構造

水平力分担構造

水平力分担構造

落橋防止構造仕様

落橋防止構造規格表

設計水平力(PCケーブル1本当たり)

設計遊間量

845 kN

250 mm

落橋防止構造は、上記の性能を有する製品を使用することとし、この姿図は参考とする。

注記

1.各寸法は施工時に現場実測を実施し
  結果を反映の上決定のこと。

2.落橋防止PCケーブルは参考図とする

P7
P
7

G1,G5

240
120 120 L1

G1(L側) 

L1

450

450G5(L側) 

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

4.既設部材と新設部材の接触面或いは現場溶接の

  熱影響範囲に対して、現場ケレンをした上で

  塗り替えを行うこと。 

水平力分担構造仕様

設計水平力

設計最大移動量

260 kN

水平力分担構造は上記の性能を有する製品を使用
することとし、この姿図は参考とする。

水平力分担構造規格表

0 mm

11／98
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側　面　図

久慈川橋　AP1橋脚 構造物掘削(普通部) S=1:200

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

AP1橋脚 構造物掘削図(普通部)

1-1

平　面　図

アラミド繊維巻立て 

2500

2
0
0
0

5
0
0

5
1
0
0

2
5
0
0

1
5
0
0

2
8
9
0

1
3
4
9
0

1
5
0
0

1
0
0

2
0
0

3.101

0.601

11.201

14.091

▽1.630(地下水位）

DL=0.000

20001060 2500 2000 1066

2
1
1
9

2
1
3
1

▽3.101(床付け)

2
1
2
2

5
1
0
0

枠組足場

1250 11500 1250

14000

2
5
0
0

2
7
5
0

2
7
5
0

8
0
0
0

1
0
6
6

2
0
0
0

2
5
0
0

2
0
0
0

1
0
6
6

106620001400020001066

躯体控除
A=33.66m2

1

1

5
9
0
0

15000

アラミド繊維巻立て 

1200

1
2
0
0
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久慈川橋　P1橋脚 構造物掘削(普通部)

側　面　図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

1-1

平　面　図

S=1:200

久慈川橋

P1橋脚 構造物掘削図(普通部)

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

1
2
3
0
0

2
0
0

0

1
5
0
0

3
0
0
0

3
3
0
0

1
5
0
0

3
0
0
0

11.269

3.469

6.769

620 1600 1600

4440

100 100

620

▽ 1.460(地下水位）

RC巻立て

898

1
7
9
7

2250 890

1
7
7
9

▽3.101(床付け)

DL=0.000

1
7
9
3

3
3
0
0

32004300

-1.031

枠組足場

5
0
0

3
2
0
0

5
0
0

4
2
0
0

500 14000 500

15000

350

590

1
2
0

120 120

RC巻立て

8
9
0

2
2
5
0

3
2
0
0

4
3
0
0

8
9
8

8972250140002250897

躯体控除①

A=42.60

躯体控除②

A=16.61 A=0.34m2

1

1

7
8
4
0

16000

躯体控除③

1200

1
2
0
0
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久慈川橋　P2橋脚 構造物掘削(特殊部)

側　面　図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

1-1

平　面　図

S=1:200

久慈川橋

P2橋脚 構造物掘削図(特殊部)

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

3200

2
0
0
0

5
0
0

2
0
0

2
0
0

5
9
0
0

2
5
0
0

3
0
0
0

1
5
0
0

1
2
9
0
0

0.702

-1.798

11.102

6.602

600 60010000

鋼矢板 鋼矢板

▽ 2.200(地下水位）

DL=0.000

▽0.702(床付け)

500

1126

500

1176

2
3
5
2

2
2
5
3

5
0
0

2
4
9
8

4
8
0
75
9
0
0

枠組足場 アラミド繊維巻立て 

21200

型枠残置範囲　L=20000

1
1
2
0
0

1
1
7
6

5
0
0

6
0
0

1
0
0
0
0

6
0
0

5
0
0

1
1
2
6

1154

500

60020000600

500

1154

1
4
5
0
3

24508

1

1

躯体控除

A=42.60m2

6
6
0
0

15000

アラミド繊維巻立て 

1200

1
2
0
0
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久慈川橋　P3橋脚 構造物掘削(特殊部)

側　面　図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

1-1

平　面　図

S=1:200

久慈川橋

P3橋脚 構造物掘削図(特殊部)

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

アラミド繊維巻立て

2
2
5
0
0

9500

115072001150

1

躯体控除
A=42.60m2

1

6600

1
5
0
0
0

2
1
5
0

1
8
2
0
0

2
1
5
0

5
0
0

5
0
0

500 500

護
岸

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯｸ

1
0
6
8
3

1700

1200

1
2
0
0

▽-5.263(床付け)

3
0
0
0

3
0
0
0

1
2
0
0
0

6
0
0
0

3
0
0
0

1
5
0
0

2
2
5
0
0

3200

-5.263

11.237

6.737

-11.263

-8.263

1150 11507200

1
0
0
0

9
3
9
4

1
2
0
0
0

500 500

1
0
3
9
4

816 2254

枠組足場

アラミド繊維巻立て 

15／98

1 5 ／ 9 8



側　面　図

久慈川橋　P4橋脚 構造物掘削(特殊部)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

1-1

平　面　図

S=1:200

久慈川橋

P4橋脚 構造物掘削図(特殊部)

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

▽-5.229(床付け)

1
1
7
0
0

3
0
0
0

1
5
0
0

3
2
2
0
0

3200

-5.229

10.971

6.471

5
2
6
1

1
1
7
0
0

枠組足場

アラミド繊維巻立て

上部構造端部ライン

3630

3
5
3
0

9430

28000

1
1
2
0
0

2
6
0
0

6
0
0
0

2
6
0
0

3100 16000 8900

1

1

躯体控除

A=42.60m2

4889

6
6
0
0

15000

アラミド繊維巻立て

1200 1
2
0
0
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側　面　図

久慈川橋　P5橋脚 構造物掘削(特殊部)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

1-1

平　面　図

S=1:200

久慈川橋

P5橋脚 構造物掘削図(特殊部)

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

3200

1
1
6
0
0

3
0
0
0

1
5
0
0

2
5
1
0
0

-5.246

10.854

6.354

▽ 1.190(地下水位）

DL=0.000

5
0
0

8
6
5
8

▽-5.246(床付け)

張りブロック

1
1
6
0
0

▽2.126(施工時水位）

枠組足場

アラミド繊維巻立て

20000

9
2
0
0

1500 17000 1500

1
6
0
0

6
0
0
0

1
6
0
0

24000

1

躯体控除

A=42.60m2

6
6
0
0

15000

1
アラミド繊維巻立て

1200

1
2
0
0
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久慈川橋　P6橋脚 構造物掘削(普通部)

側　面　図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

1-1

平　面　図

S=1:200

久慈川橋

P6橋脚 構造物掘削図(普通部)

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

RC巻立て

5
0
0

5
0
0

2
4
5
0
0

5
0
05
0
0

2
6
5
0
0

500

500 25500 500

500

27500

2871 2250 14000 2250 2871

2
8
7
1

2
2
5
0

5
0
0
0

2
2
5
0

2
8
7
1

1

1

躯体控除②

A=17.64m2

躯体控除①

A=64.63m2

9
4
0
0

16000

1200

1
2
0
0

500 5000 500

1
7
9
0
0

1
0
0

1
5
0
0

3
0
0
0

8
9
0
0

1
5
0
0

3
0
0
0

1
5
0
0

500 2500 2500

6000

500

7
1

7
1

100 1008400 8400

-2.642

-7.142

10.758

6.258

60008000 8000

22000

500

鋼矢板

▽ 2.600(地下水位）

500 5000 500

RC巻立て

DL=0.000

1250

500

1250

▽-2.642(床付け)

2250

6
0
6

1
0
9
3

2250 2871

5
7
4
2

22502871

5
7
4
2

6
6
4
7

8
9
0
0

枠組足場
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久慈川橋　P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その１) S=1:75

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地調査の上、最終決定すること。

<P7橋脚>

正面図

平面図

250 250 250 250 250 250 250 250 3001449 414 1378 1529 298 1529 1977

187

298

側面図
G5

側面図

G1～G4

緩衝ピン φ85

緩衝ピン φ65

8-φ24.5孔

現場孔明
535 120120L1

アンカ－ボルト
D38

8-φ24.5孔

現場孔明

L1
G5(R側) 500.5

L1

435

435

435

435

435

435

435

435

G1(R側) 

G1(L側) 

G2(R側) 

G2(L側) 

G3(R側) 

G3(L側) 

G4(R側) 

G4(L側) 

      4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        鋼製架台は、鉄筋探査実施後に構造決定すること.

L側R側 L側R側 R側L側R側L側R側

400 400 400 400 400 400 400 400 450264 1228

148

1379
148

1379

37

19021299

11-φ26.5孔

現場孔明

6-φ26.5孔
現場孔明

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その１)

久慈川橋

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

      注記

5
50

縁端拡幅工

550

1
2
00

縁端拡幅工

1
2
00

縁端拡幅工

アンカ－ボルト
D29

4
30

4
30

1
9

1
6
(
19
)

5.()内の寸法は、G1の値を示す。

270
120120L1

水 平 力 分 担 構 造 仕 様

設 計 水 平 力

設 計 最 大 移 動 量

330

0

KN

mm

規 格 表

水平力分担構造は上記の性能を有する製品を使用

することとし、この姿図は参考とする。

水 平 力 分 担 構 造 仕 様

設 計 水 平 力

設 計 最 大 移 動 量

165

0

KN

mm

規 格 表

水平力分担構造は上記の性能を有する製品を使用

することとし、この姿図は参考とする。
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久慈川橋　P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その２) S=1:25

P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その２)

上部工取付金具詳細図

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地調査の上、最終決定すること。

<P7橋脚>

G4(R側)

G2(L側) G3(R側) G3(L側)

G4(L側)

885

490 65330
65 200 65

637

65 242330
65 200 65

900

505 65330
65 200 65

892

497 65330
65 200 65

630

65 235330
65 200 65

1
3
0

9
0

7
7
9

4
5

4
5

5
5
9

5
8
4

1
3
0
6
5

7
7
9

1
3
0

9
0

8
2
9

4
5

4
5

6
0
9

6
6
6

1
3
0

6
5

8
6
1

4
5

4
5

1
3
0

9
0

8
6
1

6
4
1

4
5

4
5

1
3
0

9
0

9
6
1

7
4
1

4
5

4
5

1
3
0

9
0

9
1
1

6
9
1

45 120 90 90 90 120 45
37

637
600

12045 90 90 90 120 45
600 285

885

12045 90 90 90 120 45
600 300

900

12045 90 90 90 120 45
600 292

892

45 120 90 90 90 120 45
30

630
600

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

107

355

370

362
100

6-φ26.5孔

6-φ26.5孔6-φ26.5孔

6-φ26.5孔

6-φ26.5孔

1-Top  PL  779×50×637 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

1-Top  PL  861×50×885 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

1-Top  PL  961×50×900 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

1-Top  PL  911×50×892 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

1-Top  PL  829×50×630 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

9
5

5
7
2

7
1
6

1
3
0
6
5

9
1
1

9
5

6
2
1

7
6
6

1
3
0
6
5

9
6
1

9
5

6
7
2

4
9
4

9
0

6
3
4

1
3
0
6
5

8
2
9

5
4
4

9
0

久慈川橋

      注記

R65

R130

R50

R65

R1
30

R50

R65

R130

R65

R1
30

R65

R130

R50

 図面番号 図示

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

施工会社名
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久慈川橋　P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その３)

P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その３)

上部工取付金具詳細図

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地調査の上、最終決定すること。

<P7橋脚>

G1(R側)G1(L側)

G2(R側) G5(R側)

4580 120 80 80 80 135 120 804580 80
58 1025

1083

4
5

1
7
0

1
4
0

8
1
9

1083

85 628370
85 200 85

632

65 237330
65 200 65

645

65 250330
65 200 65

883

488 65330
65 200 65
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0

4
5

5
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9

5
6
4

1
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0

8
5
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1
9
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8
4

1
3
0
6
5

7
7
9
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0

9
0
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7
9

4
5

4
5

5
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9
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3
0

9
0

7
2
9

4
5

4
5

5
0
9

4
5

4
5
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11-φ26.5孔6-φ26.5孔

6-φ26.5孔 6-φ26.5孔

1-Top  PL  779×50×632 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

1-Top  PL  819×50×1083 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

1-Top  PL  729×50×645 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

1-Top  PL  811×50×883 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

9
0

4
9
4

6
1
6

1
3
0
6
5

8
1
1

9
5

5
2
1

5
3
4

1
3
0
6
5

7
2
9

9
0

4
4
4

1
4
0

久慈川橋

      注記

S=1:25

R65

R1
30

R65

R130

353

R50

R65

R1
30

4
2
4

R1
70

R85

 図面番号 図示

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

施工会社名

21／98

2 1 ／ 9 8



久慈川橋　P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その４)

P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その４)

主桁補強材詳細図

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地調査の上、最終決定すること。

<P7橋脚>

G2～G4(L・R側)G1(L・R側) G5(R側)

 1-Spl  PL   190×25× 600  (SM400A)

 1基あたり(製作数：6基)

 8-TCB  M22×105L           (S10T)(2W)

 2-Base PL   200×28× 250  (SM400A)
 2-Rib  PL 177.5×22× 240  (SM400A)

12-TCB  M24×140L           (S10T)

 1-Spl  PL   290×25×1025  (SM400A)

 1基あたり(製作数：1基)

 8-TCB  M22× 80L           (S10T)(2W)

 2-Base PL   200×28× 250  (SM400A)
 2-Rib  PL   240×22×262.5 (SM400A)

22-TCB  M24×140L           (S10T)

 1-Spl  PL   190×25× 600  (SM400A)

 1基あたり(製作数：2基)

 8-TCB  M22×105L           (S10T)(2W)

 2-Base PL   200×28× 250  (SM400A)
 2-Rib  PL 212.5×22× 240  (SM400A)

12-TCB  M24×140L           (S10T)
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0
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F.P.

13

4
5

4
5 5
0

5
0

1
0
0

1
1
0

1
8
02
9
0

2
0
.
5

R22.5
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2
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15C
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13R2
0

22-φ26.5孔

久慈川橋

      注記

      4.「FP」の表示のある個所は完全溶け込み溶接を用いる。

S=1:25

 図面番号 図示

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

施工会社名

22／98

2 2 ／ 9 8



久慈川橋　P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その５)

P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その５)

フィラープレート詳細図

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地調査の上、最終決定すること。

<P7橋脚>

G5(R側)G1～G4(L・R側）

12045 90 90 90 120

4
59
0

600

4
5

1
7
(
1
5
.
5)

45

4580 120 135 80 80

4
51
4
0

1025

5
0

1
5
.
5

80 120 804580 80

4
5

12045 80

290

1
5
.
5

80 120

690

80 80 804580 8045

4
51
4
0

5
04
5

4
51
4
0

5
04
5

1
5
.
5

TYPE-1TYPE-1

TYPE-3TYPE-3

TYPE-2

6-φ26.5孔

11-φ26.5孔

3-φ26.5孔 8-φ26.5孔

1-Fill  PL  90×17(15.5)×600 (SS400)
1基あたり(製作数:8基)

1-Fill  PL  140×15.5×690 (SS400)
1基あたり(製作数:1基)

1-Fill  PL  140×15.5×290 (SS400)
1基あたり(製作数:1基)

1-Fill  PL  140×15.5×1025 (SS400)
1基あたり(製作数:1基)

4.()内の寸法は、G1(L側),G1(R側)を示す。

添接板詳細図

G5(R側)

8045

4
5

120 80 80 80 80 80

4
5

2
9
0

1025

5
0

2
5

45135 120

5
0

1
0
0

22-φ26.5孔

1-Spl  PL   290×25×1025 (SS400)
1基あたり(製作数:1基)

G1～G4(L･R側)

12045

4
5

90 90 90 120

4
51
9
0

600

1
0
0

2
5

45 12-φ26.5孔

1-Spl  PL   190×25×600 (SS400)
1基あたり(製作数:8基)

フィラープレート,主桁補強材取付概要図

主桁補強材

フィラープレート

TYPE-1,2

フィラープレート
TYPE-3

添接板

45

12045 90 90 90 120

4
59
0

600

4
5

1
7
(
1
5
.
5)

45 6-φ26.5孔

1-Fill  PL  90×17(15.5)×600 (SS400)
1基あたり(製作数:8基)

80

久慈川橋

      注記

S=1:25

 図面番号 図示

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

施工会社名

23／98

2 3 ／ 9 8



鋼製架台詳細図

G5(R側) G1～G4(L･R側)

久慈川橋　P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その６)

P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その６)

      4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。
        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地調査の上、最終決定すること。

        鋼製架台は、鉄筋探査実施後に構造決定すること.

<P7橋脚>
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243
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H
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アンカーボルト詳細図

G5(R側) G1～G4(L･R側)

570
695

M36

125

D
3
8

1-ナット(1種) M36(SS400) 1-ワッシャ- M36(SS400)

6

1-ナット(3種) M36(SS400)

55 29 55 21 φ39

φ66

1-アンカーボルト D38(M36)×695L  (SD345)

1-ワッシャー　M27(SS400)

1-アンカーボルト D29(M27)×545L(SD345)

1-ナット(1種) M27(SS400)

435
545

110

D
2
9

M27

41 22

1-ナット(3種) M27(SS400)

41 16 4.5φ30
φ50

D38

φ48

削
孔

長
5
80

6
9
5

1
2
5

1
0

エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD38×695L
(M36ネジ切り L=125)

調整モルタル

D29

φ39

削
孔

長
4
45

5
4
5

1
1
0

1
0

エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD29×545L
(M27ネジ切り L=110)

調整モルタル

アンカーボルト取付詳細図

G5(R側) G1～G4(L･R側)

4-φ42孔 4-φ32孔

4-φ19孔
めっき抜き孔

4-φ19孔
めっき抜き孔

M80 M64

A

B

A

B
A

B

A

B

10
60°

6 6
60°

6
F.P.

F.P.
10
 4

F.P.

F.P.
10
 4

1-Base PL   450×22×600 (SM490A)
4-     PL    H2×22×228 (SM490A)

1基あたり(製作数:1基)

4-アンカーボルト D38×695L(SD345)
4-ナット(1種) M36         (SS400)

4-ワッシャー　M36         (SS400)
4-ナット(3種) M36         (SS400)

2-     PL    H3×22×155 (SM490A)

1-     PL   150×70×150 (SM490C)

2-     PL    H3×22× 80 (SM490A)
1-Base PL   290×22×290 (SM490A)

1-Base PL   400×22×600 (SM490A)
4-     PL    H2×22×228 (SM490A)

1基あたり(製作数:8基)

4-アンカーボルト D29×545L(SD345)
4-ナット(1種) M27         (SS400)

4-ワッシャー　M27         (SS400)
4-ナット(3種) M27         (SS400)

2-     PL    H3×22×155 (SM490A)

1-     PL   150×60×150 (SM490C)
1-Base PL   290×22×290 (SM490A)

A-A

B-B

A-A

B-B

(めねじ加工) (めねじ加工)

      5.特記なきスカーラップは、R50とする。

H4
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70

H3 20

22 H2
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H1
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C-C C-C

C

C

C

C

H4

38
60

H3 20

22 H2

22

H1

20

H4
223
223
180
180
137
137
94
94

久慈川橋

      注記

      6.「FP」の表示のある個所は完全溶け込み溶接を用いる。

S=1:25

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

      7.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

        付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

        但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

 図面番号 図示

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

施工会社名

24／98

2 4 ／ 9 8



久慈川橋　P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その７)

P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その７)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

無収縮モルタル詳細図

<P7橋脚>

G1～G3(L･R側),G4(R側)

G4-G5桁間

G4(L側) G5(R側)

400

5
0

5
0

7
0
0

500
50

6
0
0

50 887

5
0

5
0

7
0
0

987

6
0
0

50 50

3
0

3
0

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

S=1:25
25／98

2 5 ／ 9 8



久慈川橋　P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その８)(参考図)

P7 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その８)

緩衝ピン詳細図

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地調査の上、最終決定すること。

<P7橋脚>

G5(R側)G1～G4(L･R側)

φ68

φ180

1-ワッシャー φ180(φ68)×16t (SS400)

16

51

1-ナット(一種) M64 (SS400)

1-割りピン φ10x100L(SUS304)1-スペーサー φ180(φ101)×30t (ゴム)

φ180

φ101 30

1
9

20100

95

9
.
5

1-緩衝ピン　φ65×255L(S45CN)

109

255
67
55

M64

67

φ
1
0
0

φ
6
5

20

M64

∅10

緩衝機能層
外面保護層

(ゴム)

121

75

繊維の引張強度:156.7N/mm
繊維枚数:11枚内部鋼板

φ89
φ220

1-ワッシャー  φ220(φ89)×19t(SS400)

19

1-ナット(一種) M80 (SS400)

1-割りピン　φ13×130L(SUS304)

φ141
φ220

1-スペーサー  φ220(φ141)×30t(ゴム)

30
13026

2
4
.
8

115 64

1
2
.
4

129

285

1-緩衝ピン　φ85x285L(S45CN)

φ
1
4
0

77
65

M80

67

φ
8
5

26

∅13
M80

緩衝機能層
外面保護層

141

75

繊維の引張強度:156.7N/mm
繊維枚数:21枚内部鋼板

緩衝ピン取付詳細図

G5(R側)G1～G4(L･R側)

3
5

3
5

スペーサー φ220(φ141)×30t (ゴム)

ワッシャー φ220(φ89)×19t (SS400)

緩衝ピン  φ85×285L(S45CN)
割りピン ∅13x130L(SUS304)

ナット(一種) M80 (SS400)

スペーサー φ180(φ101)×30t (ゴム)

ワッシャー φ180(φ68)×16t (SS400)

緩衝ピン  φ65×255L(S45CN)
割りピン ∅10x100L(SUS304)

ナット(一種) M64 (SS400)

1基あたり(製作数:1基)1基あたり(製作数:8基)

      注記

S=1:25

久慈川橋

(ゴム)

(参考図)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

26／98

2 6 ／ 9 8



久慈川橋　A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その１) S=1:75

<A2橋台>

正面図

平面図

側面図

G1,G5

側面図

G2～G4

1297 313 1529 1277 349 1529 485313399250 250 250 250 250 250 250 250 250

R側L側

緩衝ピン φ80 240
120 120 L18-φ24.5孔

現場孔明

G1

L1

450

L1

720.5

720.5

720.5

720.5

720.5

720.5

L18-φ24.5孔
現場孔明

アンカ－ボルト

D29

アンカ－ボルト

D29

G2(R側) 

G2(L側) 

G3(R側) 

G3(L側) 

G4(R側) 

G4(L側) 

163 1379 249 1127 199 1379 163 5191147400 400 400 400 400 400 400 400 400

8-φ26.5孔
現場孔明

10-φ26.5孔
現場孔明

1147 400

1297 250

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その１)

      4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

        鋼製架台は、鉄筋探査実施後に構造決定すること.

久慈川橋

R側L側 R側L側 R側L側 L側

450G5

      注記

495120 120

水 平 力 分 担 構 造 仕 様

設 計 水 平 力

設 計 最 大 移 動 量

260

0

KN

mm

規 格 表

水平力分担構造は上記の性能を有する製品を使用

することとし、この姿図は参考とする。

27／98

2 7 ／ 9 8



久慈川橋　A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その２) S=1:25

A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その２)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

<A2橋台>

上部工取付金具詳細図

G1(L側) G1(R側)

G5(R側)

1-Top  PL  690×50×1281 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

1-Top  PL  690×50×1068 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

1-Top  PL  790×50×1053 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

R75

R150

R1
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R75
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0
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0
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0
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0
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1
4
0

6
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0
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4
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4
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4580 120 80 80 80 45120 80
338 730

1068

1068

84315075

4
6
5

1
5
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7
5

6
9
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5
0

8-φ26.5孔8-φ26.5孔

8-φ26.5孔

538

553

766

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

G5(L側)

1-Top  PL  790×50×1296 (SM490C) 

R75

R150

4
5 5
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1
5
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1
4
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7
9
0

5
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751501071

4580 120 80 80 804580 120
730 566
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1
5
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7
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7
9
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5
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8-φ26.5孔

781

1基あたり(製作数:1基)

      注記

28／98

2 8 ／ 9 8



久慈川橋　A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その３) S=1:25

A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その３)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

施工会社名

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

<A2橋台>

上部工取付金具詳細図

G2(L側),G4(L側) G2(R側),G4(R側)

G3(R側) G3(L側)

1-Top  PL  890×50×1751 (SM490C) 

1基あたり(製作数:2基)

1-Top  PL  790×50×1504 (SM490C) 

1基あたり(製作数:1基)

1-Top  PL  740×50×1729 (SM490C)

1基あたり(製作数:1基)

1-Top  PL  890×50×1489 (SM490C) 

1基あたり(製作数:2基)
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8-φ26.5孔 8-φ26.5孔

8-φ26.5孔 8-φ26.5孔

4
5

4
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1189

1166

927

941

株式会社　長　大

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

      注記

90 120 45

R75

R150

6
6
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1
5
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7
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8
9
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45 120 90 90

R1
50
R75

120 90 90

R1
50
R75 R75

R150

90 90 135 90 90 120

R50 R5
0

R5
0

R50

図示

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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久慈川橋　A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その４) S=1:25

A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その４)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

施工会社名

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

<A2橋台>

主桁補強材詳細図

G1,G5(L側,R側)
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2
5

フィラープレート詳細図

G1,G5(L側,R側)

添接板詳細図

G1,G5 G2～G4

フィラープレート,主桁補強材取付概要図

主桁補強材

フィラープレート

フィラープレート
添接板

 1-Spl  PL   290×25× 730  (SM400A)

 1基あたり(製作数：4基)

 8-TCB  M22×105L           (S10T)(2W)

 2-Base PL   200×28× 250  (SM400A)
 2-Rib  PL   240×22× 263  (SM400A)

24-TCB  M24×140L           (S10T)

 2-Fill  PL   140×16× 730  (SS400)

 1基あたり(製作数：4基)

 1-Spl  PL   290×25× 730  (SS400)

 1基あたり(製作数：4基)

 1-Spl  PL   190×25× 825  (SS400)

 1基あたり(製作数：6基)

45

16-φ26.5孔

16-φ26.5孔

8-φ26.5孔

8-φ24.5孔

28 242 20

29020.5

F.P.

13R2
0

株式会社　長　大

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

      注記

      4.「FP」の表示のある個所は完全溶け込み溶接を用いる。

G2(L側),G3(R側),G4(R側)
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11

 1-Spl  PL   190×25× 825  (SM400A)

 1基あたり(製作数：3基)

 8-TCB  M22×105L           (S10T)(2W)

 2-Base PL   200×28× 250  (SM400A)
 2-Rib  PL 177.5×22× 240  (SM400A)

16-TCB  M24×140L           (S10T)

 1-Spl  PL   190×25× 825  (SM400A)

 1基あたり(製作数：3基)

 8-TCB  M22×105L           (S10T)(2W)

 2-Base PL   200×28× 250  (SM400A)
 2-Rib  PL 177.5×22× 240  (SM400A)

16-TCB  M24×140L           (S10T)

16-φ26.5孔

16-φ26.5孔

8-φ24.5孔

8-φ24.5孔

R22.5
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1-Fill  PL  90×17× 390 (SS400)

1基あたり(製作数:3基)
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図示

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

30／98
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久慈川橋　A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その５) S=1:25

A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その５)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

施工会社名

      4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

        鋼製架台は、鉄筋探査実施後に構造決定すること.

<A2橋台>

鋼製架台詳細図

L側 R側

無収縮モルタル詳細図
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アンカーボルト詳細図

アンカーボルト取付詳細図

1-ワッシャー　M27(SS400)

1-アンカーボルト D29(M27)×585L(SD345)

1-ナット(1種) M27(SS400)

435
585

150

D
2
9

M27

41 22

1-ナット(3種) M27(SS400)

41 16 4.5φ30
φ50

1-ワッシャー　M27(SS400)

1-アンカーボルト D29(M27)×550L(SD345)

1-ナット(1種) M27(SS400)

435
550

115

D
2
9

M27

41 22

1-ナット(3種) M27(SS400)

41 16 4.5φ30
φ50
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削
孔

長
4
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5
8
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1
5
0

1
0

エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD29×585L

(M27ネジ切り L=150)

調整モルタル

D29
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削
孔

長
4
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5
5
0

1
1
5

1
0

エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD29×550L
(M27ネジ切り L=115)

調整モルタル

G2(L側) 

H1 H2 H3

51 56 61

54 59 64

58 63 68

55 60 65

G3(L側) 

G4(L側) 

G5(L側) 

H
1

H
3 H
1

H
3

H
2 H
2

M76

M76

8
60°

8
60°

6

4-φ32孔

4-φ32孔

F.P.

10
 4

F.P.

4-φ19孔
めっき抜き孔

2
0

20

A-A

B-B

A

B

A

B

1-Base PL   400× 28×600 (SM490B)
1-     PL   150× 90×150 (SM490C)

1基あたり(製作数:5基)

4-アンカーボルト D29×585L (SD345)
4-ナット(1種) M27          (SS400)

4-ワッシャー　M27          (SS400)
4-ナット(3種) M27          (SS400)

1-Base PL   400×22×600 (SM490A)
4-     PL    88×22×228 (SM490A)

1基あたり(製作数:5基)

4-アンカーボルト D29×550L(SD345)
4-ナット(1種) M27         (SS400)

4-ワッシャー　M27         (SS400)
4-ナット(3種) M27         (SS400)

2-     PL    68×22×155 (SM490A)

1-     PL   150×70×150 (SM490C)
1-Base PL   290×22×290 (SM490A)

L側 R側

L側 R側

(めねじ加工)

(めねじ加工)

B-B

A-A

A

B

A

B
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5
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3
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4-φ32孔

φ80孔
めっき抜き孔
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C

C
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68 20

22 88
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180
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15C
溶接にて埋め戻し

L側 R側

G1(L側) 

53 58 63

G2(R側) 

H1 H2 H3

23 28 33

26 31 36

25 30 35

27 32 37

G3(R側) 

G4(R側) 

G5(R側) 

G1(R側) 

21 26 31

株式会社　長　大

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

      注記

      5.特記なきスカーラップは、R50とする。

      6.「FP」の表示のある個所は完全溶け込み溶接を用いる。

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

      7.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

        付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

        但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

図示

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

31／98

3 1 ／ 9 8



        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

久慈川橋　A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その６)(参考図) S=1:25

A2 水平力分担構造詳細図(A-ライン)(その６)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

施工会社名
      4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2.緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3.緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1.鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

        鋼製架台は、鉄筋探査実施後に構造決定すること.

<A2橋台>

緩衝ピン詳細図

1-緩衝ピン φ80×275L(S45CN)

φ200
φ84

1-ワッシャー φ200(φ84)×19t(SS400)

19

61

1-ナット(一種) M76 (SS400)

1-割りピン φ10x110L(SUS304)1-スペーサー  φ200(φ121)×30t(ゴム)

φ200
φ121 30

11020

1
9

110

φ
1
2
0

φ
8
0

119

275

6777

65

131

75

緩衝機能層外面保護層
(ゴム)

繊維の引張強度:156.7N/mm
繊維枚数:14枚内部鋼板

∅10

20

M76M76

9
.
5

緩衝ピン取付詳細図

3
5

スペーサー φ200(φ121)×30t(ゴム)

ワッシャー φ200(φ84)×19t(SS400)

緩衝ピン φ80×275L(S45CN)
割りピン ∅10x110L(SUS304)

ナット(一種) M76 (SS400)

1基あたり(製作数:10基)

株式会社　長　大

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

      注記

(参考図)

図示

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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S=1:125

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

縁端拡幅工 B

図示

久慈川橋　AP1縁端拡幅工詳細図（その１）

久慈川橋

AP1縁端拡幅工詳細図（その１)
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位置図
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注記

3.既設構造物の削孔に際しては、非破壊検査

1.鉄筋加工及び取付位置は現場実測確認

の上決定のこと。

2.既設面は、WJによる表面処理を行うこと。

等により鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を損

傷しないように削孔を行うこと。削孔後、

発生した粉塵等は完全に取り除き、孔内を

乾燥状態に保つ事。

梁
SD295鉄筋

コンクリート σck=24N/mm2

既設使用材料

梁
SD345鉄筋

コンクリート σck=30N/mm2

補強使用材料
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S=1:125

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

縁端拡幅工 B

図示

久慈川橋　AP1縁端拡幅工詳細図（その２）

久慈川橋

AP1縁端拡幅工詳細図（その２)
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115
2

16
6.
8

15
1.
8

4x2
62=

104
8 4x262=1048

4x288=1152

209.2
230

230209.2
1
50
.
3

1
65.2

2
50
0

2
50

76
98

76

A
P1

P
1側

250 73x300=21900 250

22400

137
4

18514x2
88=

115
2

16
6.
8

15
1.
8

4x2
62=

104
8 4x262=1048

4x288=1152
209.2

230
230209.2

1
50
.3

1
65
.
2

2
50
0

2
50

76
85

89

5 - 5

6 - 6

25090

2
60

7
40

2
00

1
20
0

35x300=10500 250
300

250 35x300=10500

削孔径 φ39
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アンカー位置図 
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位置図
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=1000

317.7

アンカー位置図 
9 - 9

275
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注記

3.既設構造物の削孔に際しては、非破壊検査

1.鉄筋加工及び取付位置は現場実測確認

の上決定のこと。

2.既設面は、WJによる表面処理を行うこと。

等により鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を損

傷しないように削孔を行うこと。削孔後、

発生した粉塵等は完全に取り除き、孔内を

乾燥状態に保つ事。

3
92
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3
92
7

3
92
7

3
92
7

34／98

3 4 ／ 9 8



S=1:125

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

縁端拡幅工 B

図示

久慈川橋　AP1縁端拡幅工詳細図（その３）

久慈川橋

AP1縁端拡幅工詳細図（その３)

A
P1

P
1側

250
300

25035x300=10500 35x300=10500 5x250=1250

22400
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1542.7

31
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114
4.8 275300 275
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アンカー位置図 
平面図
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注.(  )内の数値は上り線嵩上げコンクリート部を示す。

   <  >内の数値は下り線嵩上げコンクリート部を示す。

削孔長445
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削
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径
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削
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かぶり詳細図 S=1:25
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R=87

B 1 D29

削孔径 φ39
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エポキシ樹脂注入

エポキシ樹脂注入

4
35

R1
42
4

R1
42
4

R1
32
6

R1
32
6

注記

3.既設構造物の削孔に際しては、非破壊検査

1.鉄筋加工及び取付位置は現場実測確認

の上決定のこと。

2.既設面は、WJによる表面処理を行うこと。

等により鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を損

傷しないように削孔を行うこと。削孔後、

発生した粉塵等は完全に取り除き、孔内を

乾燥状態に保つ事。

52 146 52

60 130 60

3 5／9 8
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S=1:125久慈川橋　AP1縁端拡幅工詳細図（その４）

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

久慈川橋

AP1縁端拡幅工詳細図（その４)

図示

縁端拡幅工 B

R=5.5φ a ΔLR=3φ

153

114

123

105

D13

D16

D19

D51

D32

D38

D41

D35

D25

D29

D22

39

48

53
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71.5 92

88 113

8296

100119
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75 21
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69 4

57 582258978119141104.5 134
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66

1222066240210320379280.5 360

2. θ(曲げ角度)
注記 1. △L＝2L-a
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91

201237176 226

209 269

225.5 290

192.5 247

239281

258304

220260

137.5 177
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138164

813841151

49179

193 53

165 45

9164

177 10

151 8

32118

137 37

104 28

6108

125 7
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θ≦90°

鉄筋曲げ加工表

φ θ＞90°

主筋・スターラップ

θ=60°θ=45° θ=135°θ=90°

L

φ

a

θ

LR

a ΔL a ΔL a ΔL
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9756 11000 3303
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〃

〃
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鉄筋質量表

2-1 11000 2 17.16 34D16 1.56

〃 〃

〃6 5140 2 〃 8.02 16

〃7 9490 2 〃 14.80 30

〃8 6660 2 〃 10.39 21

〃9 9370 1 〃 14.62 15

〃10 6540 1 〃 10.20 10

〃11 1410 38 〃 2.20 84

〃12 1610 68 〃 2.51 171

〃13 1670 66 〃 2.61 172

kg1834

D16

合計 kg1834

kg970

D29 kg864

鉄筋重量合計

(SD345)

型 枠 面 積
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47.7

鉄筋コンクリート体積 (σck=30N/mm ) m3
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2

(平均長)

(平均長)
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〃
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4-5

4-6
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〃
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4
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R1326

R1411
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1
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1
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32
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注記

3.既設構造物の削孔に際しては、非破壊検査

1.鉄筋加工及び取付位置は現場実測確認

の上決定のこと。

2.既設面は、WJによる表面処理を行うこと。

等により鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を損

傷しないように削孔を行うこと。削孔後、

発生した粉塵等は完全に取り除き、孔内を

乾燥状態に保つ事。

3 6 ／ 9 8
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S=1:125久慈川橋　P7 (起点側) 縁端拡幅工詳細図(A-ライン)(その１)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

縁端拡幅工 B

久慈川橋

P7 (起点側) 縁端拡幅工詳細図(A-ライン)

(その１)

図示
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注記

3.既設構造物の削孔に際しては、非破壊検査

1.鉄筋加工及び取付位置は現場実測確認

の上決定のこと。

2.既設面は、WJによる表面処理を行うこと。

等により鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を損

傷しないように削孔を行うこと。削孔後、

発生した粉塵等は完全に取り除き、孔内を

乾燥状態に保つ事。

梁
SD295鉄筋

コンクリート σck=24N/mm2

既設使用材料

梁
SD345鉄筋

コンクリート σck=30N/mm2

補強使用材料
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S=1:125久慈川橋　P7 (起点側) 縁端拡幅工詳細図(A-ライン)(その２)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

久慈川橋

P7 (起点側) 縁端拡幅工詳細図(A-ライン)

縁端拡幅工 B

(その２)

14x300=42002007x300=2100 190
190 300

260
150

200
150

200
150
250 4x300

=1200
250
200
150 6x300=1800

250

20 12390

14x300=4200
200

7x300=2100 190190
300

260
150

200150200
150
250

4x300

=1200 250
200
150 6x300=1800

250

20 12390

1
90

7
95

2
15

1
2
00

9
60

1
4
90

2
50

かぶり詳細図 S=1:25

R=5.5φ a ΔLR=3φ

153

114

123

105

D13

D16

D19

D51

D32

D38

D41

D35

D25

D29

D22

39

48

53

66

71.5 92

88 113

8296

100119

1761

75 21

356

69 4

57 582258978119141104.5 134

96

75

87

66

1222066240210320379280.5 360

2. θ(曲げ角度)
注記) 1. △L＝2L-a

103

132

119

156

168

144

91

201237176 226

209 269

225.5 290

192.5 247

239281

258304

220260

137.5 177

159.5 205

121 155

157185

182215

138164

813841151

49179

193 53

165 45

9164

177 10

151 8

32118

137 37

104 28

6108

125 7

95 5

θ≦90°

鉄筋曲げ加工表

φ θ＞90°

主筋・スターラップ

θ=60°θ=45° θ=135°θ=90°

L

φ

a

θ

LR

a ΔL a ΔL a ΔL

90-D29x1020B 1

38-D16x1410B 6-1

位置図

7 7

8 8

7 - 7
アンカー位置図 

8 - 8
アンカー位置図 

532

13
7

3
48

R=87

130

1
0
80

2
40

2
40

130

1
0
80

46-D16x1530(平均長)B 6-2

130

1
21
9～

11
82 2
40

2
40

130

1
21
9～

11
82

12270

5000 8000

730
(480以上)

2-D16x8000B 3-12-D16x5000B 3-2

12270

50008000

730
(480以上)

3-D16x8000B 4-1 3-D16x5000B 4-2

12270

5000 8000

730
(480以上)

5-D16x8000B 5-15-D16x5000B 5-2

削孔径 φ39

削孔径 φ39

削孔径 φ39

6680

2-D16x6680B 2

長　さ径種別 単位質量本数 1本当り質量 摘　要質　量

B

D16

D16

D16

D16

D16

1

3-2

4-1

5-1

5-2

6-1

4-2

1020 90

5000 2

8000 3

5000 3

8000 5

5000 5

1410 38

1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

5.14

7.80

12.48

7.80

12.48

7.80

2.20

463

23

25

16

62

39

84

D29 5.04

kg880

鉄筋質量表

D16

合計 kg880

3-1 8000 2 12.48

37

D16 1.56

D16 1.56

kg417

D166-2 1530 46 1.56 2.39 110

2 6680 2 10.42 21D16 1.56

D29 kg463

鉄筋重量合計

(SD345)

型 枠 面 積

3.9

19.4

鉄筋コンクリート体積 (σck=30N/mm ) m3

m2

2

4
35

1
08

1
3
40

1
08

2
@2
46

=
9
84

1
90
～
3
30

7
95

2
15

76 98 76

B 3 D16
B 4 D16

B 5 D16

B 6 D16

89

250

52 52

削
孔
径

φ
39

削
孔
径

φ
39

削孔長445

435 10

削孔長445

435 10

B 1 D29

0
～
1
40

4
35

エポキシ樹脂注入

4
35

エポキシ樹脂注入

注記

3.既設構造物の削孔に際しては、非破壊検査

1.鉄筋加工及び取付位置は現場実測確認

の上決定のこと。

2.既設面は、WJによる表面処理を行うこと。

等により鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を損

傷しないように削孔を行うこと。削孔後、

発生した粉塵等は完全に取り除き、孔内を

乾燥状態に保つ事。

52 146
60 130 60

52

3 8／9 8

38／98



S=1:125久慈川橋　P7(終点側) 縁端拡幅工詳細図(A-ライン)(その１)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

久慈川橋

P7(終点側) 縁端拡幅工詳細図(A-ライン)

縁端拡幅工 B

(その１)

図示

P7

A2側P6側

B 1 D22

B 5 D16

1490 960

1 - 1

3
15

6
00

2
85

1
04

1
20
0

1
04

2
77

2
@2
34

=
46
8

2
47

72
406

72

550

81

B 2 D16

B 3 D16B 4 D16

P7

A
2側

P
6側

2
50

1
49
0

9
60

3 - 3
72

4
06

72

5
50

B 5 D16

86

12390

位置図

1

1

2 2

3
4

3
4

2 - 2

1
04

1
20
0

1
04

2
77

2
@2
34

=
46
8

2
47

5

5

B 2-1 D16 B 2-2 D16B 4-1 D16

1
04

1
20
0

1
04

2
77

2
@2
34

=
46
8

2
47

275
275

550

B 6 D16

B 7 D16

P7

A
2側

P
6側

2
50

1
49
0

9
60

4 - 4

78
4
00

72

5
50

B 3-2 D16 B 3-1 D16B 4-1 D16

56

2
@2
19

=
43
8

56
56

2
@2
19

=
43
8

56

5 - 5
P7

A2側P6側

259

86259

86

12390

259

B 8 D16

20 12390

25986 39@300=11700

B 4-2 D16

86 259 39@300=11700

B 2-2 D16 B 3-1 D16B 3-2 D16B 2-1 D16

86 259 39@300=11700

20

20

B 4-2 D16

7 D16B

8 D16B

1490 960

注記

3.既設構造物の削孔に際しては、非破壊検査

1.鉄筋加工及び取付位置は現場実測確認

の上決定のこと。

2.既設面は、WJによる表面処理を行うこと。

等により鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を損

傷しないように削孔を行うこと。削孔後、

発生した粉塵等は完全に取り除き、孔内を

乾燥状態に保つ事。

梁
SD295鉄筋

コンクリート σck=24N/mm2

既設使用材料

梁
SD345鉄筋

コンクリート σck=30N/mm2

補強使用材料

39／98

3 9 ／ 9 8



S=1:125久慈川橋　P7(終点側) 縁端拡幅工詳細図(A-ライン)(その２)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

図示

縁端拡幅工 B

久慈川橋

P7(終点側) 縁端拡幅工詳細図(A-ライン)

(その２)

かぶり詳細図 S=1:25

755

2
08

176

R=66

84-D22x1140B 1

438

1
08
8

438

1
08
8

2
40

84-D16x1720B 5

240

1
05
6

240

2-D16x1500B 6

406

2
40

2
40

6-D16x840B 7

3
15

6
00

2
85

9
60

1
49
0

30012@300=36002505@300=150025013@300=39005@250
=1250

1
20
0

30012@300=36002505@300=150025013@300=39005@250
=1250

5
50

削孔径 φ32

削孔径 φ32

削孔径 φ32

6 - 6
アンカー位置図 

7 - 7
アンカー位置図 

位置図

6 6

7 7

R=5.5φ a ΔLR=3φ

153

114

123

105

D13

D16

D19

D51

D32

D38

D41

D35

D25

D29

D22

39

48

53

66

71.5 92

88 113

8296

100119

1761

75 21

356

69 4

57 582258978119141104.5 134

96

75

87

66

1222066240210320379280.5 360

2. θ(曲げ角度)
注記) 1. △L＝2L-a

103

132

119

156

168

144

91

201237176 226

209 269

225.5 290

192.5 247

239281

258304

220260

137.5 177

159.5 205

121 155

157185

182215

138164

813841151

49179

193 53

165 45

9164

177 10

151 8

32118

137 37

104 28

6108

125 7

95 5

θ≦90°

鉄筋曲げ加工表

φ θ＞90°

主筋・スターラップ

θ=60°θ=45° θ=135°θ=90°

L

φ

a

θ

LR

a ΔL a ΔL a ΔL

2
40

400

2
40

2
40

4-D16x840B 8

B 2 D16

B 3 D16

B 4 D16

B 5 D16

B 1 D22

10 330

削孔長340

2
85

削
孔
径

φ
32

削
孔
径

φ
32

3
15

6
00

10 330

削孔長340

48

7240672

550

48

1
04

1
04

48

1
20
0

48

2
77

2
@2
34
=4
68

2
47

78

長　さ径種別 単位質量本数 1本当り質量 摘　要質　量

B

D16

D16

D16

D16

D16

1

2-2

3-1

4-1

4-2

5

3-2

1140 84

5000 3

8000 2

5000 2

8000 7

5000 7

1720 84

1.56

1.56

1.56

1.56

1.56

3.47

7.80

12.48

7.80

12.48

7.80

2.68

291

23

25

16

87

55

225

D22 3.04

kg777

鉄筋質量表

D16

kg777小計

合計 kg777

2-1 8000 3 12.48 37D16 1.56

D16 1.56

kg486

D22 kg291

D166 1500 2 1.56 2.34 5

D167 840 6 1.56 1.31 8

D168 840 4 1.56 1.31 5

8000 5000

12234

766
(480以上)

80005000

12234

766
(480以上)

3-D16x8000B 2-13-D16x5000B 2-2

2-D16x5000B 3-22-D16x8000B 3-1

80005000

12234

766
(480以上)

7-D16x8000B 4-17-D16x5000B 4-2

20 12390

140
4@300
=1200

20 12390

140
4@300
=1200

型 枠 面 積

8.2

23.0

m3

m2

2

鉄筋重量合計

(SD345)

R6
6

176

176

R6
6

エポキシ樹脂注入

エポキシ樹脂注入

注記

3.既設構造物の削孔に際しては、非破壊検査

1.鉄筋加工及び取付位置は現場実測確認

の上決定のこと。

2.既設面は、WJによる表面処理を行うこと。

等により鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を損

傷しないように削孔を行うこと。削孔後、

発生した粉塵等は完全に取り除き、孔内を

乾燥状態に保つ事。

45448 48

43856 56

40／98
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久慈川橋 P3 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その１) S=1:75

落橋防止構造　P2-863(250)

断 面 図

平 面 図

側 面 図 

P3 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その１)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

G6 G7 G8 G9 G10

4x2250=9000

3
2
00

1
6
00

1
6
00

P
3

P
4

P
2

4x2250=9000

4x2250=9000

G1 G2 G3 G4 G5

350 255253 350

AA

94
°
34
'4
9"

81°
51'7"

6
00

6
00

35
0
25
5

2
53

3
50

P2橋脚側(A-A)
P3

P4P2

3
1
00

3
1
00

10

3
1
00

貫通孔1箇所当り (製作数: 12箇所)

1010

10 10

5

(12ヶ所)

φ130

φ240

φ
11
0

55 55

φ110

 1-DB PL φ240x10 (SM400A)

100100

1
1
50

1
1
51

365 365

365 365

1
1
50

365 365 365 365

5
2
48

5
2
71

落橋防止構造 P2-863(250)
n=6組

1381 1380

1
00

10
0

落橋防止構造仕様

落橋防止構造規格表

設計水平力(PCケーブル1本当たり)

設計遊間量

863 kN

250 mm

落橋防止構造は、上記の性能を有する製品を使用することとし、この姿図は参考とする。

注記

2.特記なきスカーラップはR50とする。

1.各寸法は施工時に現場実測を実施し
  結果を反映の上決定のこと。

3.既設部材と新設部材の接触面或いは現場溶接の

  熱影響範囲に対して、現場ケレンをした上で

  塗り替えを行うこと。 

650

G1 G2 G3 G4 G5

35
0
25
5

2
53

3
50

365 365

365 365

5
2
48

5
2
71

1
00

10
0

35
0
25
5

2
53

3
50

365 365

365 365

5
2
48

5
2
71

1
00

10
0

1
1
50

365 365

1
1
50

端横桁貫通孔詳細 S=1:25

現場溶接延長 9.681m(6mm隅肉換算長)

横桁ウエブ削孔数 12箇所(φ110)

41／98
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久慈川橋 P3 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その２) S=1:25

落橋防止構造　P2-863(250)

P3 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その２)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

注記

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。
2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

4.部材は主桁と同等以上の防錆塗装を施すものとする。
5.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

1
55

3
60

5
15

1
10

7
00

8
0

40

1
10

2
30

8
0

820

8
5
4
0

2 3

5
054
77

4
67

700

54080

15

80

1
0

2
8

22

510

3182274

1
0

74

1
55

3
60

4
55

5
15

22 178

50 128

3535 90

10

160

420

430

630

260

1
0

80

3
22

4
67 4
77

3
60

2
8

2
17

5
15

80

820

1
0

4

1579 22

660

1
60

2
5

2
5

2
10

1
55

16010

4

2 3

50 50

2222 210128 128

510

4
67 4
77

3
22

1
89

700

54080

15

80

15

1
0

1
2

2
8

2
8

1
33

8
5

4
0

100 85 40

1-PL 477x22x510

1-PL 820x10x700
1-PL 660x28x540

1-PL 160x28x210
1-PL 210x28x420
2-PL 128x22x455
2-PL 430x22x467
2-PL 178x22x467

15

4
5

4
5

120

15

ブラケット詳細図

∅8
8

2 - 2

3 - 34 - 4

8-φ18孔

40-φ24.5孔

 6-TCB M22x125（S10T）
10-TCB M22x130（S10T）[+1W]

24-TCB M22x 65（S10T）

1 - 1

1 1

2
8

1
0

85 120

2
10

ブラケット1基当り(製作数：12基)

ブラケット2基当り(全6セット)

115

1
10

1
10

2
30

45 45

115

FP

7
FP

8

FP

8FP

FP

FP区間

7

7

6.「FP」の表示のある個所は完全溶け込み溶接を用いる。

42／98
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久慈川橋 P3 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その３)(参考図) S=1:25

落橋防止構造　P2-863(250)

P3 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その３)（参考図）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

本連結ケーブル L=5959<5982>mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆1

全6組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション) SCM435;亜鉛アルミ溶射処理,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

(ガイドパイプ)

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

個 2

本 2

2ナット

止めプレート

スプリング

緩衝具

偏向具

保護キャップ

L=400

個

個

個

個

個

組

1

1

1

2

2

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき(HDZT77),クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x50 1W付 本 16(取付ボルト) SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:5 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

ポリエチレン　<ケーブルに組込>500mm

5248<5271>

5959<5982>

起点側 終点側

連結ケーブル(設計水平力863kN、設計遊間量250mm)

940940

連結ケーブル全長　L=5959<5982>

250

440

φ
68

500

250

440500

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

(7xφ12.7)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435;溶射処理)

マンション
(SCM435;溶射処理)

38.1

48.1

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

(7xφ12.7)

被覆材

A

A

6097

1
12

六角穴付止めねじ
(M10)

140 19

7
5

9
3

1
40

10

230 28 50

7
5

1
82 2
30

10

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

160 208

1
60 2
08

90

8-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

外ねじ加工

φ
76

2
70

組立て全長　L=490<590>

490

200

5050

200

2525 50 25

取付部キャップ部

ビス止め位置 ビス受け孔
(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

80

490

6019250783

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 緩衝具

ナット

PC鋼より線
亜鉛めっき仕様

PC鋼より線
亜鉛めっき仕様

80

221

60 78 3

マンション

保護キャップ

偏向具緩衝具

ナット

φ
18
0

（製作長）
400

φ
90

φ10

固定用緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

230 28 50

7
5

2
30

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

固定用緩衝具 個 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

490 590

※< >内の数値は終点側を示す。

2.< >内は、R側の値を示す。

落橋防止構造仕様

落橋防止構造規格表

設計水平力(PCケーブル1本当たり)

設計遊間量

863 kN

250 mm

落橋防止構造は、上記の性能を有する製品を使用することとし、この姿図は参考とする。

43／98

4 3 ／ 9 8



14464x2277=9108

H1

237G2

237

236

G3

G4

3000

2504@1087=4350

2
362
372
37

1
6

H
1

662

1
5
00

1
5
00

99

A2

久慈川橋 A2 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その１) S=1:75

落橋防止構造　P1-845(250)

断 面 図

平 面 図

側 面 図 

A2 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その１)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

5
40

6
45

6
00

2413 2277 2277 2141

H
2

H2

540

645

600

L

L1

159

L

2960

3530

3280

L1

2525

3104

2850

10°30'

落橋防止構造 P1-845(250)
n=3組

G1 G2 G3 G4 G5

9
8

2
47

6
551
0
00

G1 G2 G3 G4 G5

14464x2277=9108

A
2

2413 2277 2277 2141

80
°
31
'3
0"

35882413 2277 2277

2
960 3

530

3
280

落橋防止構造仕様

落橋防止構造規格表

設計水平力(PCケーブル1本当たり)

設計遊間量

845 kN

250 mm

落橋防止構造は、上記の性能を有する製品を使用することとし、この姿図は参考とする。

注記

2.特記なきスカーラップはR50とする。

1.各寸法は施工時に現場実測を実施し
  結果を反映の上決定のこと。

3.既設部材と新設部材の接触面或いは現場溶接の

  熱影響範囲に対して、現場ケレンをした上で

  塗り替えを行うこと。 

4.アンカーボルトを配置に際し鉄筋検査を行い、

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

44／98
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久慈川橋 A2 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その２) S=1:25

落橋防止構造　P1-845(250)

A2 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その２)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

注記

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。
2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

4.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の
　防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

5.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。

2
00

2
76
.6

1
10

5
40

1
10

2
30

590

4
5

4 5

4
76
.6

4
66
.6

540

15

22

510

3182274

1
0

74

2
00

3
45
.8

5
22
.8

22 98
50 48

35
35 90

10

160
420

430

550

260

1
0

4
66

.6
4
80

.53
45

.8

2
8

2
40

.8

5
50

.4

3

11580.3 22.4

590

1
60

2
5

2
5

2
10

1
90

16010

3

4
5

50 50

2222 210128 128

510

5
35
.8

5
45
.8

2
18
.8

540

15 15

1
06
3

2
2

2
2

4
5

15

4
5

4
5

140

15.3

∅88

4 - 4

5 - 52 - 2

8-φ18孔

18-φ24.5孔

1 - 1

135

2
10

2@115

=230

3
@
1
5
0
=4
50

40 45

桁補強詳細図上部工ブラケット詳細図

2 2

79
°
30
'

3
00

2
5

1
60

2
5

3 - 3

FP区間

22 98

10

160

420

430

260

692269

1
28

2
2

2
10

2
2

1
28

7
4

2
2

3
18

2
2

7
4

1

1

4
0

235

540

9

3
0
.5

3
0
.5

2
35

2
2

2
2

2
35

2
30

1
10

5
40

1
10

360

590

590

110

40

22

120

22

45

7

2
30

2
65 2
75

7 - 7

7

22 22

8

2
2

6 - 6

4
0

40110 40

190

8

40110

190

40

2
65

30.5
9

30.5
235

1
00

100

230

130 100 130

23022922

8 - 8

135 2@115=230

2
@
75

=
1
50

2
@
75

=
1
50

170

a部

4
5

4
5

1
6

9
0

5
9
0
5

5-φ24.5孔

8-φ24.5孔
5-φ24.5孔

主桁下フランジ

6-φ24.5孔

3
50

40 40

1
0

4
0

4
0

2
30

6

6

フィラープレート詳細図

a部詳細

140

R3
5

1
5

590

40 45135

9
0 4
5

4
5

2@115=230

5-φ24.5孔

140

7

FP

FP

8

FP

FP

FP
8

10

2-PL  235x22x590

12-TCB  M22x90(S10T)
4-PL  190x22x230

2-Fill PL 90x16x590(SS400)

ブラケット1基当り(製作数: 3基)

4-PL  230x22x265

6-φ24.5孔

(SM400A)
(SM400A)

(SM400A)

フィラープレート

1
50

1-PL 431x22x510
1-PL 590x28x540

1-PL 160x22x210
1-PL 210x22x420

2-PL 128x22x523
2-PL 430x22x551
2-PL  98x22x467

ブラケット1基当り(製作数：3基)

10-TCB M22x105（S10T）
 8-TCB M22x110（S10T）[+1W]

(SM490B)

FP

7

7

2-PL  50x22x210

5
0

5
0

b部

b部詳細

70

8
9
.5

R2
0

304 286

※ 切欠きはG7桁垂直補剛材干渉位置のみ

6.「FP」の表示のある個所は完全溶け込み溶接を用いる。
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久慈川橋 A2 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その３) S=1:25

落橋防止構造　P1-845(250)

A2 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その３)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。
注記

3.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。
  付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
  但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
4.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作
  をおこなうこと。

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

鋼製ブラケット詳細図

7
20

22 290

50

130 160

1
5

6
90

1
5

2
38

2
2

2
00

2
2

2
38

7
20

720

2
29

2
2

2
18

2
2

2
29

238 22 200 22 238

1
5

2
14

2
14

1
5

15 223 223 15

60 600 60

6
0

3
00

3
00

6
0

7
20

50

140

90

22

5
0

1
64

1
5

2
14

2
2

2
18

2
2

2
14

1
5

5
0

1
64

∅80

R160

R140

1
2

1
2

2 - 21 - 1

3 - 3

ブラケット1基当り(製作数:3基)

1

1

2

2

3 3

4 4

7
20

140

1
5

6
90

1
5

2
38

2
2

2
00

2
2

2
38

4 - 4

1
50

215

2
71

35

2-PL 215x12x271
2-PL 290x22x690
4-PL 140x22x214
2-PL 140x22x218

6-Anc Bolt D35x625(SD345)
1-PL 720x22x720

6-1種 Nut  M33用 (SS400)
6-3種 Nut  M33用 (SS400)
6-Washer   M33用 (SS400)

FP

FP

FP

6-φ44

7

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

525

625

アンカーボルトD35x625

100

削孔長 535

削
孔
径

φ
45

樹脂パテ材エポキシ樹脂注入
(t=5mm)

ワッシャー(M33用)

(M33ネジ切り L=100)

3種ナット(M33用)

1種ナット(M33用)

ネジ切り長

100

5

22

52 21

5.「FP」の表示のある個所は完全溶け込み溶接を用いる。
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久慈川橋 A2 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その４)(参考図) S=1:25

落橋防止構造　P1-845(250)

A2 落橋防止構造詳細図(A-ライン)(その４)

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 図示

施工会社名

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:5 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

100

560

L

60192501283

下部工側 上部工側

連結ケーブル(設計水平力845kN、設計遊間量250mm)

1040

連結ケーブル全長　L=寸法表参照

250

440

6
8

250

440600

(7xφ12.7)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435;溶射処理)

マンション
(SCM435;溶射処理)

38.1

48.1

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

(7xφ12.7)

被覆材

A

A

6097

1
12

六角穴付止めねじ
(M10)

140 19

7
5

9
3

1
40

10

230 28 50

7
5

1
82 2
30

10

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

160 208

1
60 2
08

90

8-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

外ねじ加工
φ

76

2
70

組立て全長　L=640

490

200

5050

200

2525 50 25

取付部キャップ部

ビス止め位置

ビス受け孔(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 異型緩衝具

ナット

L1

182 264

100

エンドピン

フォークエンド

ワッシャー

ブラケットピン

アイバー

止めナット

マンション

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

L=0000mm

600mm

全3組

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

L=400

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき(HDZT77),クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x50 1W付 本 8 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき(HDZT77)1

(ピン)

(止めプレート)

（製作長）
400

9
0

1
80

φ10

50

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

77 286 77

440

7
8

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

115 63

1
32
.8

351

2
14

62 182 107

1
24 4
4

φ
67

φ
80

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

365

101 131 133

1
68

365φ
67

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

1
006
8

30

4
8

2
8

1
04

2
8

1
006
8

ワッシャー
(SS400:亜鉛めっき)

135 10

82 1-M10

六角穴付止めねじ
(M10)

7
5

19 108

エンドピン

19

7
5

止めプレート
(SS400:亜鉛めっき)

6
5

2-M10
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

PC鋼より線
亜鉛めっき仕様

PC鋼より線
亜鉛めっき仕様

G2

G3

G4

L

2921

3500

3246

L1

2525

3104

2850

寸法表

落橋防止構造仕様

落橋防止構造規格表

設計水平力(PCケーブル1本当たり)

設計遊間量

845 kN

250 mm

落橋防止構造は、上記の性能を有する製品を使用することとし、この姿図は参考とする。

2.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。
  付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
  但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

(参考図)
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久慈川橋　塗替塗装・塗膜除去工 塗分け区分図

N.S

塗分け区分図

久慈川橋　塗替塗装・塗膜除去工

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

記号説明

一般部外面

高カボルト接合部および現場溶接部（熱影響部以外）(外面)

高カボルト頭部および現場溶接部(外面)(熱影響部)

高カボルト接合部（接触面）

C5

F3

F11

J

区分

新設部材接触面(ケレン1種)

境界部(外面)(ケレン4種)

落橋防止構造及び水平力分担構造桁補強

F3

J

添接部

境界部(外面)
(ケレン4種)K4

C5

J

F3

新設部材接触面
(ケレン1種)K1

F3

C5

C5

F3

J

境界部(外面)
(ケレン4種)K4

F3

新設部材接触面
(ケレン1種)K1

F11

境界部(外面)
(ケレン4種)K4

50

50

境界部(外面)
(ケレン4種)K4

新設部材接触面(ケレン1種)K1

既設L.Flg PL

既存塗膜との境界部の処理

鋼材

有機ジンクリッチプライマー

変性エポキシ樹脂塗料下塗

ふっ素樹脂塗料用中塗 ふっ素樹脂塗料用上塗

50mm

10mm10mm

既存塗膜

境界部(外面)

余幅部(ケレン4種)K4

塗膜除去工

新設部材接触面(ケレン1種)K1

10mm

新塗膜

外面

株式会社　長　大

塗 装 仕 様

一般部外面の塗装系

記　号 工　程 塗料または素地調整程度 使用量 塗装間隔 膜厚

標  準

(g/m3)

標準

(μm)

C5

前 処 理

工場塗装

素地調整

プライマー

２次素地

調整

下塗り

第１層

ミストコート

中塗り

上塗り

下塗り

第２層

エポキシ樹脂塗料下塗りあるいは

厚膜形エポキシ樹脂塗料下塗り(120μm)

Ｇ-a

無機ジンクリッチプライマー

Ｇ-a

無機ジンクリッチペイント

厚膜形エポキシ樹脂塗料下塗り(120μm)

ふっ素樹脂塗料用中塗り

ふっ素樹脂塗料用上塗り

-

ｽﾌﾟﾚｰ 160

-

ｽﾌﾟﾚｰ 600

ｽﾌﾟﾚｰ 160

ｽﾌﾟﾚｰ 540

ｽﾌﾟﾚｰ 170

ｽﾌﾟﾚｰ 140

2hr以内

～ 6ヶ月

2hr以内

2 ～ 10日

1 ～ 10日

1 ～ 10日

1 ～ 10日

-

-

-

15

75

120

30

25

高カボルト接合部および現場溶接部(外面)（熱影響部以外）の塗装系

記　号 工　程 塗料または素地調整程度 使用量 塗装間隔 膜厚

標  準

(g/m3)

標準

(μm)

F3

前 処 理

現場塗装

素地調整

プライマー

２次素地

調整

下塗り

第１層

ミストコート

中塗り

上塗り

下塗り

第２層

変性エポキシ樹脂塗料下塗りあるいは

(120μm)

Ｇ-a

無機ジンクリッチプライマー

Ｇ-a

無機ジンクリッチペイント

ふっ素樹脂塗料用中塗り

ふっ素樹脂塗料用上塗り

-

ｽﾌﾟﾚｰ 160

-

ｽﾌﾟﾚｰ 600

ﾊｹ 130

(ｽﾌﾟﾚｰ170)

2hr以内

～ 6ヶ月

2hr以内

2日 ～ 12ヶ月

1 ～ 10日

1 ～ 10日

1 ～ 10日

-

-

-

17

75

90

30

25

下塗り

第３層

1 ～ 10日

90

工場塗装

厚膜形変性エポキシ樹脂塗料下塗り
下塗り

厚膜形変性エポキシ樹脂塗料下塗り

(120μm)

厚膜形変性エポキシ樹脂塗料下塗り

(120μm)

(ｽﾌﾟﾚｰ160)

ﾊｹ 300

(ｽﾌﾟﾚｰ360)

ﾊｹ 300

(ｽﾌﾟﾚｰ360)

ﾊｹ 140

(ｽﾌﾟﾚｰ140)

ﾊｹ 120

記　号 工　程 塗料または素地調整程度 使用量 塗装間隔 膜厚

標  準

(g/m3)

標準

(μm)

J

前 処 理

工場塗装

素地調整

プライマー

２次素地

調整

下塗り

第１層

Ｇ-a

無機ジンクリッチプライマー

Ｇ-a

無機ジンクリッチペイント

-

ｽﾌﾟﾚｰ 160

-

2h以内

～ 6ヶ月

-

-

(15)

75

高カボルト接合部（接触面）の塗装系

ｽﾌﾟﾚｰ 600

記　号 工　程 塗料または素地調整程度 使用量 塗装間隔 膜厚

標  準

(g/m3)

標準

(μm)

境界部 現場塗装

素地調整

下塗り

4種

変性エポキシ樹脂塗料下塗り

ふっ素樹脂塗料用中塗り

ふっ素樹脂塗料用上塗り

-

ﾊｹ 200

4hr以内

1 ～ 10日

-

30

60

25

一般部(外面)の塗装系(境界部塗装)

1 ～ 10日

(4種)
中塗り

上塗り

ﾊｹ 140

ﾊｹ 120

(外面)

高カボルト頭部および現場溶接部(外面)(熱影響部)の塗装系

記　号 工　程 塗料または素地調整程度 使用量 塗装間隔 膜厚

標  準

(g/m3)

標準

(μm)

F11 現場塗装

素地調整

中塗り

上塗り

下塗り

第２層

Ｇ-c

ふっ素樹脂塗料用中塗り

ふっ素樹脂塗料用上塗り

-

ﾊｹ 240

(ｽﾌﾟﾚｰ170)

2hr以内

1 ～ 10日

1 ～ 10日

1 ～ 10日

-

30

30

30

25

下塗り

第３層

1 ～ 10日

90

有機ジンクリッチペイント

厚膜形変性エポキシ樹脂塗料下塗り

(120μm) ﾊｹ 300

(ｽﾌﾟﾚｰ360)

ﾊｹ 140

(ｽﾌﾟﾚｰ140)
ﾊｹ 120

下塗り

第１層

下塗り

第４層

1 ～ 10日

90
厚膜形変性エポキシ樹脂塗料下塗り

(120μm) ﾊｹ 300

(ｽﾌﾟﾚｰ360)

有機ジンクリッチペイント ﾊｹ 240

2h以内

K1

K4

K1

K4

48／98
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S=1:250久慈川橋　AP1橋脚補強一般図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

水戸管理事務所

久慈川橋

AP1橋脚補強一般図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量525g/m2

2
00
0

5
00

5
10
0

2
50
0

1
50
0

2
89
0

1
34
90

正面図 側面図

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量525g/m2

1250 11500 1250

14000

平面図 アラミド繊維シート施工断面図

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

樹脂下塗り

アラミド繊維巻立て工 目付525g/m2

樹脂上塗り

アラミド繊維巻立て下地処理工

アラミド繊維巻立て表面仕上げ工

水平方向 2層

1-1

1 1

重ね継手詳細図

250mm以上

下地面積

プライマー塗布面積

パテ処理面積

アラミド繊維シート

数　量　表

157.4

仕上げ工B

繊維目付

アラミド繊維シート 性能表

525

引張強度 引張弾性率 設計厚み

（g/m2） （kN/mm2） （mm）（N/mm2）

2350 78 0.378

項　目 単位 数　量

m2

m2

m2

m2

備  考

 

1.5kg/m2

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ t=10mm 2.2kg/m2以上

水平方向 目付525g/m2m2

157.4

157.4

314.7

157.4

14000 2500

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量525g/m2

2
50
0

2
75
0

2
75
0

8
00
0

1
50
0

1
00

2
00

2
00
0

5
00

5
10
0

2
50
0

1
50
0

2
89
0

1
34
90

1
50
0

1
00

2
00

2
00
0

5
00

5
10
0

2
50
0

1
50
0

1
34
90

4
39
0

1
00

2
00

2
00
0

5
00

5
10
0

2
50
0

1
50
0

2
89
0

1
34
90

1
50
0

1
00

2
00

3.101

0.601

11.201

14.091

3.101

0.601

11.201

14.091

3.101

0.601

14.091

3.101

0.601

11.201

14.091

柱
SD295鉄筋

コンクリート σck=24N/mm2

既設使用材料

 

   注記

    1.現場原寸確認の上、詳細決定のこと。

　　2.不陸修正材 (エポキシパテ) の使用量は、下地状況確認

      後決定する。

5.2235.223

49／98
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S=1:250久慈川橋　P1橋脚補強一般図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

水戸管理事務所

久慈川橋

P1橋脚補強一般図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

500 7000 7000 500

15000

2
00

1
50
0

3
00
0

3.469

-1.031

1
23
00

1
50
0

3
00
0

3
30
0

11.269

2
00

6.769

2
00

1
50
0

3
00
0

1
23
00

1
50
0

3
00
0

3
30
0

11.269

2
00

3.469

-1.031

6.769

RC巻立て RC巻立て

1
23
00

2
00

2
00

1
50
0

3
00
0

3
30
0

1
50
0

3
00
0

11.269

3.469

-1.031

6.769

500 1600 1600

500

4320

5
00

3
20
0

5
00

4
20
0

500 14000 500

15000

1 1

2 2

1 - 1 2 - 2 3 - 3 4 - 4

3

3

4

4

5 - 5

5 5

RC巻立て RC巻立て

RC巻立て

500 3200 500

42006900 6900

18000

1007300 100 7300

500 15000 500

16000

50014000500

82 82

1
23
00

2
00

2
00

1
50
0

3
00
0

3
30
0

1
50
0

3
00
0

11.269

3.469

-1.031

6.769

350
590

1
20

120 120

120

620

350120 120

590

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　　　 既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

    4. 張出梁部のある橋脚においては、施工性を考慮して

    　 張出梁から巻立ての下がり位置を設定すること。

柱
SD295鉄筋

コンクリート σck=24N/mm2

既設使用材料

柱
SD345鉄筋

コンクリート σck=30N/mm2

補強使用材料

5.262 5.262

S=1:75RC巻立て天端詳細図

6.769

6.769

巻立て厚 t=500

左側
右側

6.769

6.769

(既設柱部)500(巻立増厚部)

排水勾配3%

樹脂シール

表面処理工
コンクリート

天端仕上げ S=1:20

50／98
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S=1:125久慈川橋 P1橋脚補強配筋図(その１)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

図示

株式会社　長大

久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

P1橋脚補強配筋図(その１)

1段目1 - 1

P 4 D41

P 3 D41
P 3 D41

130 1970

2@152

=304

4@150

=600
2@152

=304

4@158.3

=633
2@156.5

=313

6@150
=900

2@156

=312

4@158.3

=633
2@152

=304

4@150

=600
2@152

=304

4@158.3

=633
2@156

=312

6@150
=900

2@156.5

=313

4@158.3

=633
2@152

=304

4@150

=600
2@152

=304

3@158.3

=475
1301970

15000

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

P 9-1 D29 P 9-2 D29 P 9-1 D29

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

2 - 2

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

130

P 4 D41

P 3 D41
P 3 D41

1970

2@152

=304

3@158.3

=475

4@150

=600
2@152

=304

4@158.3

=633
2@156.5

=313

6@150

=900
2@156

=312

4@158.3

=633
2@152

=304

4@150

=600
2@152

=304

4@158.3

=633
2@156

=312

6@150

=900
2@156.5

=313

4@158.3

=633
2@152

=304

4@150

=600
2@152

=304

3@158.3

=475
1301970

15000

P 9-1 D29 P 9-2 D29 P 9-1 D29

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

位置図

1 1

2 2

3@158.3
=475

2@160.5

=321

2@160.5

=321

2@160.5

=321

2@160.5

=321

P 2 D41

P 1 D41

P 2 D41

P 1 D41

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

       既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

20 10D=290 20

S
=1
4.
5

D
29

D
29

a

a

S:溶接ビート幅
a:a=0.39D-3(D≦22)

D:鉄筋径(呼び径)

a - a

溶接ビート

フレアー溶接詳細図

D29用

  a=0.39D-4(22＜D)

a=7.3

S
=1
4.
5

51／98

5 1 ／ 9 8
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S=1:125久慈川橋 P1橋脚補強配筋図(その２)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

P1橋脚補強配筋図(その２)

常磐自動車道

株式会社　長大

久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

2段目3 - 3

P 8 D41

310 1790

2@152

=304

3@158.3

=475

4@150

=600
2@152

=304

4@158.3

=633
2@156.5

=313

6@150

=900
2@156

=312

4@158.3

=633
2@152

=304

4@150

=600
2@152

=304

4@158.3

=633
2@156

=312

6@150

=900
2@156.5

=313

4@158.3

=633
2@152

=304

4@150

=600
2@152

=304

3@158.3

=475

15000

3101790

P 10-1 D29 P 10-2 D29 P 10-1 D29

P 7 D41P 7 D41

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

4 - 4

P 8 D41

310 1790

2@152

=304

3@158.3

=475

4@150

=600
2@152

=304

4@158.3

=633
2@156.5

=313

6@150

=900
2@156

=312

4@158.3

=633
2@152

=304

4@150

=600
2@152

=304

4@158.3

=633
2@156

=312

6@150

=900
2@156.5

=313

4@158.3

=633
2@152

=304

4@150

=600
2@152

=304

3@158.3

=475

15000

3101790

P 10-1 D29 P 10-2 D29 P 10-1 D29

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

位置図

3

4

3

4

P 7 D41
P 7 D41

2@160.5

=321

2@160.5

=321

2@160.5

=321

2@160.5

=321

P 6 D41

P 5 D41

P 5 D41

P 6 D41

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

       既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

65 10

75

φ
23

(
削
孔
径
)

130 180

95

軸方向鉄筋 D41

柱帯鉄筋

(既設柱部)500(巻立増厚部)

かぶり詳細図 S=1:20

1
00

80.5

190

D29ctc100

65 10

75

φ
23

(
削
孔
径
)

1
00

8
20

1
0

削
孔
長
83
0

削孔径

φ51

フ
ー
チ
ン
グ

柱

組立用アンカー D13

組立用アンカー D13

エポキシ樹脂注入

(φ23x75)

組立用アンカー D13

エポキシ樹脂注入

(φ23x75)

アンカー鉄筋 D41

エポキシ樹脂充填

軸方向鉄筋 D41

130 190

(既設柱部)500(巻立増厚部)

1
00

排水勾配3.0%

シール材(30x30)

表面処理工
コンクリート

天端仕上げ S=1:20

180

エポキシ樹脂系
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S=1:125久慈川橋 P1橋脚補強配筋図(その３)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

P1橋脚補強配筋図(その３)

常磐自動車道

株式会社　長大

久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

6 - 6

P 7 D41

P 8 D41

310 3580 310

4200

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

7 - 7

P 1 D41

130
3580

130

4200

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

180 180

P 1 D41

P 6 D41 P 6 D41

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

位置図

5

5

6

6

7

7

120 120

P 10-1 D29

5 - 5

P 3 D41

P 4 D41

130 3940 130

4200

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

P 9-1 D29

1
00

3
1@
10
0=
31
00

1
00

3
30
0

P 1 D41

P 6 D41

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

       既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。
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S=1:125久慈川橋 P1橋脚補強配筋図(その４)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

P1橋脚補強配筋図(その４)

常磐自動車道

株式会社　長大

久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

P 1 D41

P 4 D41

P 2 D41

P 3 D41

P 9-1 D29 P 9-2 D29 P 9-1 D29

P 10-1 D29 P 10-2 D29 P 10-1 D29

1段目
9 - 9

8 89 9

位置図

10 10

P 5 D41

P 8 D41

P 6 D41

P 7 D41

P 9-1 D29 P 9-2 D29 P 9-1 D29

P 10-1 D29 P 10-2 D29 P 10-1 D29

2段目
10 - 10

P 3 D41

P 7 D41

2@152

=304

3@158.3

=475

4@150

=600
2@152

=304

4@158.3

=633
2@156.5

=313

6@150

=900
2@156

=312

4@158.3

=633
2@152

=304

4@150

=600
2@152

=304

4@158.3

=633
2@156

=312

6@150

=900
2@156.5

=313

4@158.3

=633
2@152

=304

4@150

=600
2@152

=304

4@158.3

=475

10800 16001600

15000

1
30

1
80

1
905
00

3
20
0

1
30 1
801
90

5
00

4
20
0

2@152

=304
3@158.3

=475

4@150

=600

2@152

=304
4@158.3

=633

2@156.5

=313
6@150

=900

2@156

=312
4@158.3

=633

2@152

=304
4@150

=600

2@152

=304
4@158.3

=633

2@156

=312
6@150

=900

2@156.5

=313
4@158.3

=633

2@152

=304
4@150

=600

2@152

=304
4@158.3

=475

1947 3378 3528 1947

1,2段目
8 - 8

500 500

94
94

350
590

1
20

130 180 190 130180190

2
2@
28
1.
3=
61
89

1
1@
51
1.
2=
56
23

P 1 D41

P 4 D41

P 2 D41

P 5

P 8

P 6

D41

D41

D41

2@160.5

=321

2@160.5

=321

2@160.5

=321

2@160.5

=321

2
2@
28
1.
3=
61
89

1
1@
51
1.
2=
56
23

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

       既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。
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S=1:125久慈川橋 P1橋脚補強配筋図(その５)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

P1橋脚補強配筋図(その５)

常磐自動車道

株式会社　長大

久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

12 - 12

4200

2
50

9
@3
00
=2
70
0

3
50

3
30
0

11 11

位置図

12

12

11 - 11

1947 3378 3528 1947

10800 16001600500 500

15000

5
00

3
20
0

5
00

4
20
0

中間貫通PC鋼棒 φ32

120 120

中間貫通PC鋼棒 φ32

3
00
0

1
50
0

3
30
0

4
50
0

3
30
0

3
00
0

1
50
0

3
30
0

4
50
0

3
30
0

620 3200 620

4440

アンカー配置図

2
50

9
@3
00
=2
70
0

3
50

3
30
0

4440

削孔径 φ51

削孔径 φ51

n=71

n=71

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

       既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

310.5
316.7

302.1320.8

1947 3378 3528 1947

300
302.1

310.4
316.6

314.6

306.3
300

300

306.2
314.5

317

310.5
302.1

300

302.1
310.5

316.7

314.5
306.2

300

300
306.3

314.6

316.6
310.4

302.1

300
302.1

310.5

316.7
320.8

1951 3378 3528 1947

164.8
318.7

316.7

304.3
300

300

304.2
316.6

316.6

312.7
300

300

300
312.5

316.6

316.7
304.3

300

300
304.3

316.7

316.6
312.5

300

300
300
312.7

316.6
316.6

304.2

300
300
304.3

316.7
318.7
160.4
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S=1:125久慈川橋 P1橋脚中間貫通鋼材Ａ詳細図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

P1橋脚中間貫通鋼材Ａ詳細図

常磐自動車道

株式会社　長大

久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

位置図

13 13

14 14

13 - 13

500 14000 500

15000

4
50
0

3
30
0

2
50

3
20
0

1
00

9
@3
00
=2
70
0

2
50

4
50
0

3
30
0

2
50

3
20
0

1
00

9
@3
00
=2
70
0

2
50

3547 3378 3528 3547

50014000500

15000

中間貫通PC鋼棒 φ32

支圧板
PL 165×32×165

定着形鋼
[-250×90×9×13

14 - 14

500 14000 500

15000

4
50
0

3
30
0

2
50

3
20
0

1
00

9
@3
00
=2
70
0

2
50

4
50
0

3
30
0

2
50

3
20
0

1
00

9
@3
00
=2
70
0

2
50

3547 3378 3528 3547

50014000500

15000

中間貫通PC鋼棒 φ32

支圧板
PL 165×32×165

定着形鋼
[-250×90×9×13

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。
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S=1:125久慈川橋 P1橋脚補強配筋図(その６)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

P1橋脚補強配筋図(その６)

常磐自動車道

株式会社　長大

久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

R=5.5φ a ΔLR=3φ

153

114

123

105

D13

D16

D19

D51

D32

D38

D41

D35

D25

D29

D22

39

48

53

66

71.5 92

88 113

8296

100119

1761

75 21

356

69 4

57 582258978119141104.5 134

96

75

87

66

1222066240210320379280.5 360

2. θ(曲げ角度)
注記 1. △L＝2L-a

103

132

119

156

168

144

91

201237176 226

209 269

225.5 290

192.5 247

239281

258304

220260

137.5 177

159.5 205

121 155

157185

182215

138164

813841151

49179

193 53

165 45

9164

177 10

151 8

32118

137 37

104 28

6108

125 7

95 5

θ≦90°

鉄筋曲げ加工表

φ θ＞90°

主筋・スターラップ

θ=60°θ=45° θ=135°θ=90°

L

φ

a

θ

LR

a ΔL a ΔL a ΔL

種  別

材料表
規格・寸法 本  数 備　考

PC鋼棒

定着形鋼

丸棒B種1号(SBPR930/1080),φ32 4252 30 6.31

単位質量 1本当り質量長  さ 質  量

26.8 804.0

[-250x90x9x13 3200 6 34.6 110.7 664.2 (SS400)

定着具(φ32用) 30組

7
2-
D4
1x
40
80

P
1

7
0-
D4
1x
32
60

P
2

3
20
0

3
0-
D4
1x
32
00

P
3

7
0-
D4
1x
40
40

P
5

7
2-
D4
1x
32
20

P
6

3
20
0

1
6-
D4
1x
32
00

P
7

1
2
-
D
4
1
x
3
2
40
(平

均
長
)

P
4

4
-D
41
x3
20
0

P
8

4
07
5 3
25
5

3
21
9～

32
51

4
03
8 3
21
8

3
20
3

10800

6
29
9

1500 6500

3460

330 330

330

フレアー溶接

フレアー溶接

フレアー溶接

R2005

64-D29x6500P 9-2

64-D29x11260P 9-1

5
73
3

1500

3460 6500

10800

フレアー溶接フレアー溶接

フレアー溶接

330 330

330

R1825

64-D29x10690P 10-1 64-D29x6500P 10-2

長　さ径種別 単位質量本数 1本当り質量 摘　要質　量

P

〃

〃

〃

1

4

5

6

2

4080 72

3260 70

3240 12

4040 70

3220 72

〃

〃

〃

〃

42.84

34.23

34.02

42.42

33.81

3084

2396

408

2969

2434

D41 10.5

kg24247

鉄筋質量表

合 計 kg18194

鉄筋質量合計

D41 kg6919

3 3200 30 〃 33.6 1008

7 3200 16 〃 33.6 538

〃8 3200 4 〃 33.6 135

D299-1 11260 64 5.04 56.75 3632

(64)

(64)

(64)〃9-2 6500 64 〃 32.76 2097

〃10-1 10690 64 〃 53.88 3449

〃10-2 6500 64 〃 32.76 2097

(64)

D29 kg11275

平均長

〃

〃

〃

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

       既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

 

T鉄筋

フレアー溶接個所数

D29 個所256

      鉄筋長は、四捨五入の10mm丸めとする。
注記:(  )はフレアー溶接個所数を示す。

D13組立用アンカー 340 105 0.995 0.338 36

組立用アンカー 520 105 0.995 0.517 54D13

長さ径種別 単位質量(kg/m)本数 1本当り質量(kg) 摘　要質量(kg)

90

90

90

kg

kg

kg

D13(SD345)

合 計

組立用アンカー M12

組立用アンカー数量

※組立用アンカー本数
D41  N=104.5m2 / 1 m2 /本 = 105 本
D41  N=104.5m2 / 1 m2 /本 = 105 本

（橋脚1基当り）

（橋脚1基当り）

（橋脚1基当り）

(T1)

(T)

(T)

(T)

(T)

(T)

(T)

(T)

(T)

(T)

(T)

(T1)

kg6053

kg6053

T1鉄筋

合計

（t=620mm）

5
00

1
80

1
30

5
00 1
80

2
50

3
2
0
0
（
既
設
柱
）

4
44
0

52

S=1:25

丸棒B種1号 (SBPR930/1080)

巻き立てコンクリート

支圧板

中間貫通PC鋼棒

グラウト注入

軸方向主筋　D41

定着形鋼

PL 165×32×165

（削孔径　φ52）

[-250×90×9×13

φ32　L=4252

帯鉄筋　D29

中間貫通PC鋼棒詳細図

49 12
94

ワッシャー

ナット　M33

95

t=4.5mm

1
90

1
90

1
20

350120 120
590

1
20

6
20

6
20

250

3
2
00

2
50

9
@
3
0
0
=2
70
0

2
50

PL 165×32×165

[-250×90×9×13

S=1:25定着形鋼詳細図

底版上面

支圧板

定着形鋼
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S=1:250久慈川橋　P2橋脚補強一般図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

水戸管理事務所

久慈川橋

P2橋脚補強一般図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量700g/m2

2
00
0

5
00

2
00

2
00

5
90
0

2
50
0

3
00
0

1
50
0

1
29
00

2
00
0

5
00

2
00

2
00

5
90
0

2
50
0

3
00
0

1
50
0

1
29
00

14000

正面図

3200

側面図

2
00
0

5
00

2
00

2
00

5
90
0

2
50
0

3
00
0

1
50
0

1
29
00

2
00
0

5
00

2
00

2
00

5
90
0

2
50
0

3
00
0

1
50
0

1
29
00

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量700g/m2

1600 10800 1600

14000

平面図

3
20
0

3
40
0

3
40
0

3
30
0

1
00
00

3
40
0

3
30
0

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量700g/m2

アラミド繊維シート施工断面図

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

樹脂下塗り

アラミド繊維巻立て工 目付700g/m2

樹脂上塗り

アラミド繊維巻立て下地処理工

アラミド繊維巻立て表面仕上げ工

水平方向 2層

1-1

1 1

重ね継手詳細図

250mm以上

下地面積

プライマー塗布面積

パテ処理面積

アラミド繊維シート

数　量　表

186.8

仕上げ工B

繊維目付

アラミド繊維シート 性能表

700

引張強度 設計厚み

（g/m2） （mm）（N/mm2 ）

2350 0.504

項　目 単位 数　量

m2

m2

m2

m2

備  考

1.5kg/m2

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ t=10mm 2.2kg/m2以上

水平方向 目付700g/m2m2

186.8

186.8

373.5

186.8

0.702

-1.798

11.102

6.602

0.702

-1.798

11.102

6.602

0.702

-1.798

11.102

6.602

0.702

-1.798

11.102

6.602

柱
SD295鉄筋

コンクリート σck=24N/mm2

既設使用材料

引張弾性率

（kN/mm2 ）

78
   注記

    1.現場原寸確認の上、詳細決定のこと。

　　2.不陸修正材 (エポキシパテ) の使用量は、下地状況確認

      後決定する。

5.509 5.509

58／98

5 8 ／ 9 8



S=1:250久慈川橋　P3橋脚補強一般図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

水戸管理事務所

久慈川橋

P3橋脚補強一般図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量525g/m2

3
00
0

3
00
0

1
20
00

6
00
0

3
00
0

1
50
0

2
25
00

正面図 側面図

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量525g/m2

1600 10800 1600

14000

平面図

アラミド繊維シート施工断面図

1-1

1 1

重ね継手詳細図

250mm以上

下地面積

プライマー塗布面積

パテ処理面積

アラミド繊維シート

数　量　表

326.0

仕上げ工B

繊維目付

アラミド繊維シート 性能表

525

引張強度 設計厚み

（g/m2） （mm）（N/mm2）

2350 0.378

項　目 単位 数　量

m2

m2

m2

m2

備  考

1.5kg/m2

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ t=10mm 2.2kg/m2以上

水平方向 目付525g/m2m2

326.0

326.0

759.7

326.0

3
00
0

3
00
0

1
20
00

6
00
0

3
00
0

1
50
0

2
25
00

14000

3
00
0

3
00
0

1
20
00

6
00
0

3
00
0

1
50
0

2
25
00

3
00
0

3
00
0

1
20
00

6
00
0

3
00
0

1
50
0

2
25
00

3200

-5.263

11.237

6.737

-11.263

-8.263

-5.263

11.237

6.737

-11.263

-8.263

-5.263

11.237

6.737

-11.263

-8.263

-5.263

11.237

6.737

-11.263

-8.263

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量525g/m2

3
20
0

1
90
0

1
90
0

7
00
0

2
05
4

9
20

8
20

1
32
0

1
22
0

2
26
6

3
40

3
40

3
40

3
40

3
40

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

※
※

※
※

※
※

※
※

※
※

2
05
4

9
20

8
20

1
32
0

1
22
0

2
26
6

3
40

3
40

3
40

3
40

3
40

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

 

※
※

※
※

※
※

※
※

※
※

22500

2525 1500 1500 2525

柱
SD295鉄筋

コンクリート σck=24N/mm2

既設使用材料
引張弾性率

（kN/mm2）

78

   注記

    1.現場原寸確認の上、詳細決定のこと。

　　2.不陸修正材 (エポキシパテ) の使用量は、下地状況確認

      後決定する。

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

樹脂下塗り

アラミド繊維巻立て工 目付525g/m2

樹脂上塗り

アラミド繊維巻立て下地処理工

アラミド繊維巻立て表面仕上げ工

水平方向 (2層)<4層>  ※印部は、<4層>を示す。 

5.131 5.131

59／98

5 9 ／ 9 8



S=1:250久慈川橋　P4橋脚補強一般図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

水戸管理事務所

久慈川橋

P4橋脚補強一般図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量700g/m2

3
20
0

1
28
00

1
17
00

1
60
00

3
00
0

1
50
0

3
22
00

正面図 側面図

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量700g/m2

1600 10800 1600

14000

平面図

アラミド繊維シート施工断面図

1 1

重ね継手詳細図

250mm以上

繊維目付

アラミド繊維シート 性能表

700

引張強度 設計厚み

（g/m2） （mm）（N/mm2）

2350 0.504

14000

3
20
0

1
28
00

1
17
00

1
60
00

3
00
0

1
50
0

3
22
00

3200

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量700g/m2

3
20
0

1
40
0

1
40
0

6
00
0

3
20
0

1
28
00

1
17
00

1
60
00

3
00
0

1
50
0

3
22
00

3
20
0

1
28
00

1
17
00

1
60
00

3
00
0

1
50
0

3
22
00-5.229

10.971

6.471

-21.229

-18.029

-5.229

10.971

6.471

-21.229

-18.029

-5.229

10.971

6.471

-21.229

-18.029

-5.229

10.971

6.471

-21.229

-18.029

2
11
0

3
90

1
07
5

3
90

1
27
0

3
40

5
00
5

1
70

1
95

1
95

1
70

1
95

1
95 ※

※

※

※

※
※

2
11
0

3
90

1
07
5

3
90

1
27
0

3
40

5
00
5

1
70

1
95

1
95

1
70

1
95

1
95 ※

※

※

※

※
※

柱
SD295鉄筋

コンクリート σck=24N/mm2

既設使用材料
引張弾性率

（kN/mm2）

78

   注記

    1.現場原寸確認の上、詳細決定のこと。

　　2.不陸修正材 (エポキシパテ) の使用量は、下地状況確認

      後決定する。

1-1

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

樹脂下塗り

アラミド繊維巻立て工 目付700g/m2

樹脂上塗り

アラミド繊維巻立て下地処理工

アラミド繊維巻立て表面仕上げ工

水平方向 (2層)<4層>  ※印部は、<4層>を示す。 

0.032 0.032

60／98

6 0 ／ 9 8



S=1:250久慈川橋　P5橋脚補強一般図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

水戸管理事務所

久慈川橋

P5橋脚補強一般図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

3
20
0

5
80
0

1
16
00

9
00
0

3
00
0

1
50
0

2
51
00

正面図 側面図

1600 10800 1600

14000

平面図

アラミド繊維シート施工断面図

1 1

重ね継手詳細図

250mm以上

繊維目付

アラミド繊維シート 性能表

525

引張強度 設計厚み

（g/m2） （mm）（N/mm2）

2350 0.378

14000 3200

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量525g/m2

3
20
0

1
40
0

1
40
0

6
00
0

3
20
0

5
80
0

1
16
00

9
00
0

3
00
0

1
50
0

2
51
00

3
20
0

5
80
0

1
16
00

9
00
0

3
00
0

1
50
0

2
51
00

3
20
0

5
80
0

1
16
00

9
00
0

3
00
0

1
50
0

2
51
00

-5.246

10.854

6.354

-14.246

-11.046

-5.246

10.854

6.354

-14.246

-11.046

-5.246

10.854

6.354

-14.246

-11.046

-5.246

10.854

6.354

-14.246

-11.046

2
16
0

1
07
8

1
02
0

1
02
0

3
60
2

3
40

3
40

3
40

3
40

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量525g/m2

アラミド繊維巻立て
水平方向　目付量525g/m2

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

2
16
0

1
07
8

1
02
0

1
02
0

3
60
2

3
40

3
40

3
40

3
40

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70

1
70※

※

※
※

※
※

※
※

※
※

※
※

※
※

※
※

柱
SD295鉄筋

コンクリート σck=24N/mm2

既設使用材料
引張弾性率

（kN/mm2）

78

   注記

    1.現場原寸確認の上、詳細決定のこと。

　　2.不陸修正材 (エポキシパテ) の使用量は、下地状況確認

      後決定する。

1-1

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

樹脂下塗り

アラミド繊維巻立て工 目付525g/m2

樹脂上塗り

アラミド繊維巻立て下地処理工

アラミド繊維巻立て表面仕上げ工

水平方向 (2層)<4層>  ※印部は、<4層>を示す。 

3.412 3.412

61／98

6 1 ／ 9 8



S=1:250久慈川橋　P6橋脚補強一般図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

水戸管理事務所

久慈川橋

P6橋脚補強一般図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

RC巻立て

1
00

1
50
0

3
00
0

1
94
00

1
50
0

3
00
0

8
90
0

1
50
0

2
00

1
50
0

3
00
0

1
79
00

1
50
0

3
00
0

8
90
0

4000 15000 4000

23000

50014000500

5 5

500 7000 7000 500

15000

1 - 1 2 - 2

500 5000 500

60008000 8000

22000

1
79
00

1
00

1
50
0

3
00
0

8
90
0

1
50
0

3
00
0

1
50
0

1
79
00

1
00

1
50
0

3
00
0

8
90
0

1
50
0

3
00
0

1
50
0

500 2500 2500

6000

3 - 3 4 - 4

500

RC巻立て RC巻立て RC巻立て

71 71

100 1008400 8400

500 14000 500

15000

3 4

5 - 5

3 4

5
00

5
00
0

5
00

6
00
0

1

2

1

2

RC巻立て

-2.642

-7.142

10.758

6.258

-2.642

-7.142

10.758

6.258

-2.642

-7.142

10.758

6.258

-2.642

-7.142

10.758

6.258

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　　　 既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

    4. 張出梁部のある橋脚においては、施工性を考慮して

    　 張出梁から巻立ての下がり位置を設定すること。

柱
SD295鉄筋

コンクリート σck=24N/mm2

既設使用材料

柱
SD345鉄筋

コンクリート σck=30N/mm2

補強使用材料

4.005 4.005

S=1:75RC巻立て天端詳細図

6.258

6.258

巻立て厚 t=500

左側
右側

6.258

6.258

(既設柱部)500(巻立増厚部)

排水勾配3%

樹脂シール

表面処理工
コンクリート

天端仕上げ S=1:20

62／98

6 2 ／ 9 8



S=1:125久慈川橋 P6橋脚補強配筋図(その１)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

P6橋脚補強配筋図(その１)

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

1段目

位置図

1 1

1 - 1

130 2870 1302870

15000

1
00

8
7@
10
0=
87
00

1
00

8
90
0

P 1 D41

P 3 D41

P 5 D41

P 2 D41

1
00

8
7@
10
0=
87
00

1
00

8
90
0

P 13-1 D29 P 13-2 D29 P 13-1 D29

2 - 2

130 2870 1302870

15000

1
00

8
7@
10
0=
87
00

1
00

8
90
0

1
00

8
7@
10
0=
87
00

1
00

8
90
0

P 13-1 D29 P 13-2 D29 P 13-1 D29 2 2

62.5 71@125=8875 62.5

62.5 71@125=8875 62.5

P 6 D41

P 3 D41

P 5 D41

P 6 D41

P 1 D41

P 2 D41

P 4 D41P 4 D41

P 3 D41

P 5 D41

P 6 D41

P 3 D41

P 5 D41

P 6 D41

P 4 D41P 4 D41

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

       既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

20 10D=290 20

S
=
1
4.
5

D
29

D
29

a

a

S:溶接ビート幅
a:a=0.39D-3(D≦22)

D:鉄筋径(呼び径)

a - a

溶接ビート

フレアー溶接詳細図

D29用

  a=0.39D-4(22＜D)

a=7.3

S
=
1
4.
5

63／98
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S=1:125久慈川橋 P6橋脚補強配筋図(その２)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

水戸管理事務所

久慈川橋

P6橋脚補強配筋図(その２)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

2段目

位置図

3 3

4 4

P 7 D41

P 12 D41

P 9 D41

P 8 D41

310 2690 3102690

15000

3 - 3

1
00

8
7@
10
0=
87
00

1
00

8
90
0

1
00

8
7@
10
0=
87
00

1
00

8
90
0

1
00

8
7@
10
0=
87
00

1
00

8
90
0

1
00

8
7@
10
0=
87
00

1
00

8
90
0

310 2690 3102690

15000

4 - 4

P 14-1 D29 P 14-2 D29 P 14-1 D29

P 14-1 D29 P 14-2 D29 P 14-1 D29

62.5 71@125=8875 62.5

62.5 71@125=8875 62.5

P 12 D41

P 9 D41

P 10 D41

P 11 D41

P 11 D41

P 10 D41

P 7 D41

P 12 D41

P 9 D41

P 8 D41

P 12 D41

P 9 D41

P 10 D41

P 11 D41

P 11 D41

P 10 D41

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

       既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

65 10

75

φ
23

(
削
孔
径
)

130 180

95

軸方向鉄筋 D41

柱帯鉄筋

(既設柱部)500(巻立増厚部)

かぶり詳細図 S=1:20

1
00

80.5

190

D29ctc100

65 10

75

φ
23

(
削
孔
径
)

1
00

8
20

1
0

削
孔
長
83
0

削孔径

φ51

フ
ー
チ
ン
グ

柱

組立用アンカー D13

組立用アンカー D13

エポキシ樹脂注入

(φ23x75)

組立用アンカー D13

エポキシ樹脂注入

(φ23x75)

アンカー鉄筋 D41

エポキシ樹脂充填

軸方向鉄筋 D41

130 190

(既設柱部)500(巻立増厚部)

1
00

排水勾配3.0%

シール材(30x30)

表面処理工
コンクリート

天端仕上げ S=1:20

180

エポキシ樹脂系

64／98
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S=1:125久慈川橋 P6橋脚補強配筋図(その３)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

水戸管理事務所

久慈川橋

P6橋脚補強配筋図(その３)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

P 6 D41

P 5 D41

P 2 D41

P 12 D41

P 9 D41

P 7 D41

5 - 5

130 5740 130

6000

1
00

8
7@
10
0=
87
00

1
00

8
90
0

1
00

8
7@
10
0=
87
00

1
00

8
90
0

P 13-1 D29

6 - 6

310 5380 310
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00
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90
0
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00

8
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00

1
00

8
90
0

P 14-1 D29

7 - 7

130 5380 130

6000

P 2 D41

P 7 D41

180180

1
00
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0=
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00

1
00

8
90
0

1
00

8
7@
10
0=
87
00

1
00

8
90
0

P 2 D41

P 7 D41

位置図

5

5

6

6

7

7
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   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

       既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。
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S=1:125久慈川橋 P6橋脚補強配筋図(その４)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

水戸管理事務所

久慈川橋

P6橋脚補強配筋図(その４)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

1段目
9 - 9

P 1 D41

P 3 D41

P 2 D41P 13-1 D29

P 13-2 D29 P 13-1 D29

P 14-1 D29 P 14-2 D29 P 14-1 D29

2段目
10 - 10

P 7 D41

P 9 D41

P 8 D41

P 7 D41

P 9 D41

P 8 D41

P 13-1 D29

P 13-2 D29 P 13-1 D29

P 14-1 D29 P 14-2 D29
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8 89 9

位置図
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1,2段目
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   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

       既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。
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S=1:125久慈川橋 P6橋脚補強配筋図(その５)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図示

株式会社　長　大

水戸管理事務所

久慈川橋

P6橋脚補強配筋図(その５)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事
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長　さ径種別 単位質量本数 1本当り質量 摘　要質　量

P

〃

〃

〃

〃

〃

D29

1

3

4

6

7

8

5

13-1

9670 72

8820 16

9650 12

9620 32

8800 42

9640 72

8820 72

11630 176

〃

〃

〃

〃

5.04

〃

101.54

92.61

101.33

101.01

92.4

101.22

92.61

58.62

7311

1482

1216

3232

3881

7288

6668

10316

D41 10.5

kg80368

鉄筋質量表

2 8850 72 92.93 6691〃 〃

〃 〃

(T1)

(T)

(T)

(T1)

(T1)

(T)

(T1)

(T)

(T)

(T)

(T)

(T)

<176>

<176>

<176>〃13-2 7160 176 〃 36.09 6351

〃14-1 11060 176 〃 55.74 9811

〃14-2 7160 176 〃 36.09 6351

(T)
<176>

(平均長)

〃9 8810 12 〃 92.51 1110
(T)

〃10 9630 4 〃 101.12 404
(T1)

(平均長)

(平均長)

〃11 9620 36 〃 101.01 3636
(T1)

〃12 8800 50 〃 92.4 4620
(T)

合 計 kg57281

鉄筋質量合計

D41 kg24452

D29 kg32829

T鉄筋

フレアー溶接個所数

D29 個所704

      鉄筋長は、四捨五入の10mm丸めとする。
注記):<  >はフレアー溶接個所数を示す。

   注記

    1. 施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2. アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

       既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　 現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

    　 による調査を実施し、確認すること。

    3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

D13組立用アンカー 340 300 0.995 0.338 101

組立用アンカー 520 300 0.995 0.517 155D13

長さ径種別 単位質量(kg/m)本数 1本当り質量(kg) 摘　要質量(kg)
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組立用アンカー M12
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※組立用アンカー本数
D41  N=300m / 1 m /本 = 300 本
D41  N=300m / 1 m /本 = 300 本

2 2

2 2

（橋脚1基当り）

（橋脚1基当り）
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常磐自動車道

株式会社　長大

P7終点側支承改良工(A-ライン)

図示

久慈川橋耐震補強工事

事務所名

施工会社名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

久慈川橋

久慈川橋 P7終点側支承改良工(A-ライン) 縮尺 1:15

1.上沓ストッパー部の切削について、切削面は高濃度亜鉛末塗装

注記

  にて防錆処理を程すこと。
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平　面　図

久慈川橋 搬入路計画図(参考図)

縮尺 1:5000

縮尺 1:8000

(右岸側)

平　面　図
(左岸側)

←
至
水
戸

至
日
立
→

←
至
水
戸

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

搬入路計画図(参考図)

国道6号線

神田町交差点

茨城県道157号線

下土木内常陸太田線

常磐自動車道
久慈川

AP
1

P1

P3

P
4

P2

常磐自動車道

久慈川

至
日
立
→

国道6号線

石神小入口交差点

73／98
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平　面　図

久慈川橋 工事用道路計画図(参考図)
縮尺 1:3000

(左岸側)
平　面　図縮尺 1:1500

(右岸側)

右岸側

標準横断図 縮尺 1:200

※右岸・左岸側工事用道路は低床式セミトレーラーにて重機搬入を行うとして設定している

至
日

立
→

←
至
水
戸

←
至
水
戸

至
日

立
→

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

工事用道路計画図(参考図)
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理
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幅
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）

⑯
 東

海
村

道
10
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P1

P3

P2

5240

常磐自動車道

砕石舗装
A=1331.9㎡

4000

CL

1
0
0

表層:再生クラッシャラン(RC-40)
t=10cm

FH

P7
A2

P6

3922

常磐自動車道
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正　面　図

平　面　図

側　面　図

久慈川橋　P2橋脚土留め工計画図

縮尺 1:250縮尺 1:250

縮尺 1:250

鋼矢板継手位置図
鋼矢板Ⅲ型 縮尺 1:250

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

P2橋脚土留め工計画図

低空頭型杭圧入引抜工法

1）施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

地盤の変状に相違がある場合は適宜修正を行うこと
2）土留め引抜き時、必要に応じ現地盤を確認し、

引抜き時対策が必要であれば適宜設定することを留意する
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材料表
名称 規格・寸法 長さ(m) 枚数(枚) 単位重量 質量(kg) 備考

鋼矢板
Ⅲ型(低空頭型杭圧入引抜工法) 4.500 158 60.0 42,660 (リース材)、SY295

3.000 158 60.0 28,440 (リース材)、SY295

合　計 72,975 kg

Ⅲ型(低空頭型杭圧入引抜工法)

名称 規格・寸法 細別 単位 備考

鋼矢板Ⅲ型 箇所

低空頭型杭圧入引抜工法 枚鋼矢板打設

鋼矢板継手箇所

Ⅲ型、L=7m、1箇所継

数量

鋼矢板引抜き 枚

162

162

162低空頭型杭圧入引抜工法

上空制限あり

Ⅲ型、L=7m、1箇所切断

(ウォータージェット併用)

4.500 4 62.5 1,125 (リース材)、SY295Ⅲ型(低空頭型杭圧入引抜工法)

3.000 4 62.5 750 (リース材)、SY295Ⅲ型(低空頭型杭圧入引抜工法)鋼矢板
コーナー

コーナー鋼矢板 Ⅲ型コーナー鋼矢板 Ⅲ型

コーナー鋼矢板 Ⅲ型コーナー鋼矢板 Ⅲ型

1
8
0

4
0
0

125

13 19

B

B

A-A断面

345 345

690

上矢板 L1 下矢板 L2

1
8
0

10

（裏波溶接、
又はｶﾞｳｼﾞﾝｸﾞ後溶接）

A

A

B-B断面

継手工詳細図縮尺 1:20

PL-180×19×690
(SM490A)

PL-180×19×690
(SM490A)

１．内側菱形補強板は、隅肉サイズ10mmで全周溶接する。

２．上図斜線部は突合せ溶接する。

45°

2以下

※施工上の留意点

3
以

下

下矢板

上矢板
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正　面　図

平　面　図（1,5段目）

側　面　図

久慈川橋　P3橋脚土留め工計画図(その1)

縮尺 1:250 縮尺 1:250

縮尺 1:250

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

P3橋脚土留め工計画図(その1)

1）施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

地盤の変状に相違がある場合は適宜修正を行うこと
2）土留め引抜き時、必要に応じ現地盤を確認し、

引抜き時対策が必要であれば適宜設定することを留意する
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14000 3200

▽-5.263

1150 11507200

2150 215018200

▽ 1.560(地下水位）▽ 1.560(地下水位）

アラミド繊維巻立て工
周方向　目付量525g/m2
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▽-5.263(床付け)
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既設護岸撤去・復旧工
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鋼矢板 ⅤL型
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腹起し H400×400×13×21

腹起し H500×500×25×25
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腹起し H350×350×12×19

腹起し H400×400×13×21
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頭部50cm溶接

コーナー鋼矢板 ⅤL型コーナー鋼矢板 ⅤL型

コーナー鋼矢板 ⅤL型コーナー鋼矢板 ⅤL型

継手工詳細図縮尺 1:20
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5
0
0

24.3 19

200

80

100

1
9

B

B

A-A断面

B-B断面

335 335

670

上矢板 L1 下矢板 L2

PL-210×19×670
(SM490A)

2PL-100×19×210
(SM490A)

A

2
1
0

95 95

190

12

（裏波溶接、
又はｶﾞｳｼﾞﾝｸﾞ後溶接）

A 9

１．内側菱形補強板は、隅肉サイズ12mmで全周溶接する。

２．外側矩形補強板は、隅肉サイズ9mmで全周溶接する。

３．上図斜線部は突合せ溶接する。

45°

2以下

※施工上の留意点

3
以

下

下矢板

上矢板
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平　面　図（2,3段目）

平　面　図（4段目）

久慈川橋　P3橋脚土留め工計画図(その2) 縮尺 1:250

鋼矢板継手位置図
鋼矢板ⅤL型

梁下部 桁下部

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

P3橋脚土留め工計画図(その2)

低空頭型バイブロハンマ工法

1. 簡易舗装の復旧のコンクリート仕様は、

注記

　 18-8-25(BB)とする。
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火打ち H300×300×10×15
(L=2.722m , L=4.844m)

腹起し H400×400×13×21(L=21.300m)

腹起し H400×400×13×21

切梁　 H300×300×10×15
(L=2.550m)

(L=9.100m)

火打ち H300×300×10×15
(L=2.581m , L=4.702m)

腹起し H500×500×25×25(L=21.100m)

腹起し H500×500×25×25

切梁　 H300×300×10×15
(L=2.450m)

(L=9.100m)

アラミド繊維巻立て
周方向　目付量525g/m2

アラミド繊維巻立て
周方向　目付量525g/m2
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A=1.06m2
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材料表
名称 規格・寸法 長さ(m) 枚数(枚) 単位重量 質量(kg) 備考

鋼矢板

ⅤL型(低空頭型バイブロハンマ工法) 5.000 204 105.0 107,100 (リース材)、SY295

ⅤL型(低空頭型バイブロハンマ工法) 3.500 102 105.0 37,485 (リース材)、SY295

ⅤL型(低空頭型バイブロハンマ工法) 3.000 44 105.0 13,860 (リース材)、SY295

ⅤL型(低空頭型バイブロハンマ工法) 2.500 66 105.0 17,325 (リース材)、SY295

ⅤL型(低空頭型バイブロハンマ工法) 2.000 124 105.0 26,040 (リース材)、SY295

合　計 208,320 kg

名称 規格・寸法 長さ(m) 本数(本) 単位重量 質量(kg) 備考

腹起し

H-350×350×12×19 21.400 4 150.0 12,840 (リース材)、SS400

H-350×350×12×19 8.800 4 150.0 5,280 (リース材)、SS400

H-400×400×13×21 21.300 2 200.0 8,520 (リース材)、SS400

H-400×400×13×21 8.800 2 200.0 3,520 (リース材)、SS400

H-500×500×25×25 21.100 4 300.0 25,320 (リース材)、SS400

H-500×500×25×25 8.800 4 300.0 10,560 (リース材)、SS400

切梁

H-300×300×10×15 2.450 16 100.0 3,920 (リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.400 8 100.0 1,920 (リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.300 16 100.0 3,680 (リース材)、SS400

火打ち

H-300×300×10×15 4.914 8 100.0 3,931 

H-300×300×10×15 4.844 4 100.0 1,938 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 4.702 8 100.0 3,762 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.793 8 100.0 2,234 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.722 4 100.0 1,089 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.581 8 100.0 2,065 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 0.500 80 100.0 ▲ 4,000 (控除分)、SS400

　　　主部材合計 84,579 kg

　　　消耗部材 84,579 × 0.04＝ 3,383 kg

合　計 106,082 kg

※控除分は火打ち受けピースを示す。

H-300×300×10×15 40 100.00.500 ▲ 2,000 (控除分)、SS400

ジャッキ

ｼﾞｬｯｷｶﾊﾞｰ

H-300用

H-300用

120

120

100.0

51.0

12,000 

6,120 

　　　副部材合計 18,120 kg

隅火打ち　(リース材)、SS400

名称 規格・寸法 細別 単位 備考

鋼矢板ⅤL型 箇所

低空頭型バイブロハンマ工法 枚鋼矢板打設

鋼矢板継手箇所

ⅤL型、L=15m、3箇所継

数量

鋼矢板引抜き 枚

106

106低空頭型バイブロハンマ工法

上空制限あり、3箇所継

ⅤL型、L=15m、3箇所切断

〃 〃

〃 〃

〃 〃

上空制限あり、5箇所継 箇所

枚 22

枚 22

ⅤL型、L=15m、5箇所継

ⅤL型、L=15m、5箇所切断

(ウォータージェット併用)

(ウォータージェット併用)

ⅤL型(低空頭型バイブロハンマ工法) 5.000 8 105.0 4,200 (リース材)、SY295

ⅤL型(低空頭型バイブロハンマ工法) 3.500 4 105.0 1,470 (加工品)、SY295

ⅤL型(低空頭型バイブロハンマ工法) 2.000 4 105.0 840 (加工品)、SY295
鋼矢板
コーナー

※ⅤL型コーナー鋼矢板はⅤL型鋼矢板継手部分を加工してコーナー鋼矢板とすること

318

110

コーナー鋼矢板 ⅤL型コーナー鋼矢板 ⅤL型

コーナー鋼矢板 ⅤL型コーナー鋼矢板 ⅤL型

コーナー鋼矢板 ⅤL型コーナー鋼矢板 ⅤL型

コーナー鋼矢板 ⅤL型コーナー鋼矢板 ⅤL型 アラミド繊維巻立て
周方向 目付量525g/m2
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正　面　図 側　面　図

久慈川橋　P4橋脚土留め工計画図(その1)

縮尺 1:250 縮尺 1:250

鋼矢板継手位置図
鋼矢板VL型 縮尺 1:250

桁下部梁下部

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

P4橋脚土留め工計画図(その1)

その他

低空頭型杭圧入引抜工法 バイブロ工法

1）施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

地盤の変状に相違がある場合は適宜修正を行うこと
2）土留め引抜き時、必要に応じ現地盤を確認し、

引抜き時対策が必要であれば適宜設定することを留意する

上部構造端部ライン

▽-5.229(床付け)▽-5.229(床付け)

▽ 0.047(地下水位）DL=0.000 ▽ 0.047(地下水位）DL=0.000

▽-19.374

▽-5.229

2600 6000 2600

1120028000

8
3
1

4
2
0
0

2
7
0
0

3
0
0
0

4
6
0
0

3
6
0
0

8
0
0

2
1
0
0

8
3
1

4
2
0
0

2
7
0
0

3
0
0
0

4
6
0
0

3
6
0
0

8
0
0

2
1
0
0

s(砂質土)

c(粘性土)

g(砂礫)

c(粘性土)

c(粘性土)

s(砂質土)

c(粘性土)

c(軟岩)

鋼矢板Ⅳ型
L=22.0m

火打ち H300×300×10×15

腹起し H300×300×10×15

腹起し H400×400×13×21

切梁　 H350×350×12×19

腹起し H300×300×10×15

火打ち H300×300×10×15

▽2.126(施工時水位）

3530 3530

5
2
8
8

▽2.126(施工時水位）

切梁　 H300×300×10×15

2
2
0
0
0

7
3
5
5

1
4
1
4
5

1
0
0
0

2
0
0
0

1
8
5
5

2
5
0
0

切梁　 H350×350×12×19

切梁　 H300×300×10×15

2
2
0
0
0

1
4
1
4
5

7
3
5
5

2
5
0
0

1
8
5
5

2
0
0
0

1
0
0
05
0
0

5
0
0

4
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

2
2
0
0
04
0
0
0

4
0
0
0

4
0
0
0

▽-5.229

▽-2.729

▽-0.874

▽ 1.126

9900140004100

2
2
0
0
0

7
3
5
5

1
4
1
4
5

1
2
0
0
0

5
0
0

2
2
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

4
0
0
0

4
0
0
02
0
0
0

4
0
0
0

4
0
0
0

1
0
0
0

▽-2.729

▽-0.874

▽ 1.126

腹起し H500×500×25×25

▽-19.374

腹起し H400×400×13×21

腹起し H500×500×25×25

4
0
0
0

4
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

2
0
0
0

1
0
0
0

2
2
0
0
0

4
0
0
0

4
0
0
0

4
0
0
0

4
0
0
02
0
0
04
0
0
0

3
0
0
0

2
0
0
0

4
0
0
0

3
0
0
0

4
0
0
0

4
0
0
0

2
0
0
0

1
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

1
0
0
0

鋼矢板Ⅳ型
L=22.0m
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A-A断面

B-B断面

継手工詳細図縮尺 1:20
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上矢板 L1 下矢板 L2
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PL-140×19×560
(SM490A)

10

（裏波溶接、
又はｶﾞｳｼﾞﾝｸﾞ後溶接）

95 95
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PL-80×19×190
(SM490A)

A
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B

B
8

PL-80×19×190
(SM490A)

PL-80×19×190
(SM490A)

PL-140×19×560
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１．内側菱形補強板は、隅肉サイズ10mmで全周溶接する。

２．外側矩形補強板は、隅肉サイズ8mmで全周溶接する。

３．上図斜線部は突合せ溶接する。

45°

2以下

※施工上の留意点

3
以

下

下矢板

上矢板
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縮尺 1:250久慈川橋　P4橋脚土留め工計画図(その2)
平　面　図（1段目）

平　面　図（2段目）

平　面　図（3段目）

図面の種類

縮　　　尺
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施工会社名

事務所名
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常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

P4橋脚土留め工計画図(その2)
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材料表
名称 規格・寸法 長さ(m) 枚数(枚) 単位重量 質量(kg) 備考

鋼矢板 Ⅳ型(低空頭型杭圧入引抜工法)

Ⅳ型(低空頭型杭圧入引抜工法)

Ⅳ型(低空頭型杭圧入引抜工法)

名称 規格・寸法 長さ(m) 本数(本) 単位重量 質量(kg) 備考

腹起し

H-300×300×10×15 26.860 2 100.0 5,372 (リース材)、SS400

H-300×300×10×15 10.860 2 100.0 2,172 (リース材)、SS400

H-400×400×13×21 26.660 2 200.0 10,664 (リース材)、SS400

H-400×400×13×21 10.860 2 200.0 4,344 (リース材)、SS400

H-500×500×25×25 26.460 2 300.0 15,876 (リース材)、SS400

H-500×500×25×25 10.860 2 300.0 6,516 (リース材)、SS400

切梁

H-300×300×10×15 10.260 1 100.0 1,026 (リース材)、SS400

H-300×300×10×15 3.530 4 100.0 1,412 (リース材)、SS400

H-350×350×12×19 10.060 1 150.0 1,509 (リース材)、SS400

H-350×350×12×19 3.430 4 150.0 2,058 (リース材)、SS400

H-350×350×12×19 9.860 1 150.0 1,479 (リース材)、SS400

H-350×350×12×19 3.330 4 150.0 1,998 (リース材)、SS400

火打ち

H-300×300×10×15 6.548 4 100.0 2,619 隅火打ち　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 4.426 4 100.0 1,770 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.305 4 100.0 922 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 6.406 4 100.0 2,562 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 4.285 4 100.0 1,714 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.164 4 100.0 866 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 6.265 4 100.0 2,506 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 4.144 4 100.0 1,658 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.022 4 100.0 809 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 1.909 12 100.0 2,291  　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 1.874 24 100.0 4,498  　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 0.500 144 100.0 ▲ 7,200 (控除分)、SS400

　　　主部材合計 68,241 kg

　　　消耗部材 68,241 × 2,730 kg

　　　副部材合計

0.04＝

25,290 kg

合　計 96,261 kg

※控除分は火打ち受けピースを示す。

H-300×300×10×15 100.00.500 6 ▲ 300 (控除分)、SS400

H-350×350×12×19 150.00.500 12 ▲ 900 (控除分)、SS400

ジャッキ

ｼﾞｬｯｷｶﾊﾞｰ

H-300用

H-300用

100.0

51.0

12,000 

7,650 

H-350用 150.0 1,800 

150

12

150

12 70.0 840 

Ⅳ型(バイブロハンマ工法)

Ⅳ型(バイブロハンマ工法)

名称 規格・寸法 細別 単位 備考

鋼矢板Ⅳ型

箇所

低空頭型杭圧入引抜工法 枚

鋼矢板打設

鋼矢板継手箇所

Ⅳ型、L=20m、4箇所継

数量

鋼矢板引抜き

枚

616

154

154低空頭型杭圧入引抜工法

上空制限あり、4箇所継

Ⅳ型、L=20m、4箇所切断

〃 〃

〃 〃

〃 〃

上空制限あり、5箇所継 箇所 70

枚 14

枚 14

Ⅳ型、L=20m、5箇所継

Ⅳ型、L=20m、5箇所切断

〃

〃

〃 〃

上空制限なし、1箇所継 箇所

枚

枚

バイブロハンマ工法 Ⅳ型、L=20m、1箇所継

バイブロハンマ工法 Ⅳ型、L=20m

28

28

28

(ウォータージェット併用)

(ウォータージェット併用)

(ウォータージェット併用)

Ⅳ型(低空頭型杭圧入引抜工法)

Ⅳ型(低空頭型杭圧入引抜工法)鋼矢板
コーナー

5.000 300 76.1 114,150 (リース材)、SY295

4.000 506 76.1 154,026 (リース材)、SY295

3.000 28 76.1 6,392 (リース材)、SY295

合　計 328,134 kg

(リース材)、SY295

(リース材)、SY295

12.000 28 76.1 25,570 

10.000 28 76.1 21,308 

5.000 8 76.0 3,040 (リース材)、SY295

4.000 12 76.0 3,648 (リース材)、SY295

コーナー鋼矢板 Ⅳ型
コーナー鋼矢板 Ⅳ型

コーナー鋼矢板 Ⅳ型
コーナー鋼矢板 Ⅳ型

コーナー鋼矢板 Ⅳ型
コーナー鋼矢板 Ⅳ型

コーナー鋼矢板 Ⅳ型
コーナー鋼矢板 Ⅳ型

コーナー鋼矢板 Ⅳ型
コーナー鋼矢板 Ⅳ型

コーナー鋼矢板 Ⅳ型
コーナー鋼矢板 Ⅳ型

80／98

8 0 ／ 9 8



正　面　図 側　面　図

久慈川橋　P5橋脚土留め工計画図(その1)

縮尺 1:250 縮尺 1:250

鋼矢板継手位置図
鋼矢板Ⅳ型

梁下部 桁下部

縮尺 1:250
平　面　図（1段目）縮尺 1:250

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

P5橋脚土留め工計画図(その1)

低空頭型バイブロハンマ工法 

1）施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

地盤の変状に相違がある場合は適宜修正を行うこと
2）土留め引抜き時、必要に応じ現地盤を確認し、

引抜き時対策が必要であれば適宜設定することを留意する

▽ 1.190(地下水位）▽1.190(地下水位）

DL=0.000DL=0.000

▽2.126(施工時水位） ▽2.126(施工時水位）

▽-5.246(床付け) ▽-5.246(床付け)
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A-A断面

B-B断面

継手工詳細図縮尺 1:20
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上矢板 L1 下矢板 L2
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(SM490A)
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（裏波溶接、
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１．内側菱形補強板は、隅肉サイズ10mmで全周溶接する。

２．外側矩形補強板は、隅肉サイズ8mmで全周溶接する。

３．上図斜線部は突合せ溶接する。

45°

2以下

※施工上の留意点

3
以

下

下矢板

上矢板
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縮尺 1:250久慈川橋　P5橋脚土留め工計画図(その2)

平　面　図（2段目）

平　面　図（3段目） 平　面　図（4段目）

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

P5橋脚土留め工計画図(その2)
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材料表
名称 長さ(m) 枚数(枚) 単位重量 質量(kg) 備考

鋼矢板

Ⅳ型(低空頭型バイブロハンマ工法)

名称 規格・寸法 長さ(m) 本数(本) 単位重量 質量(kg) 備考

腹起し

H-300×300×10×15 19.060 2 100.0 3,812 (リース材)、SS400

H-300×300×10×15 8.860 2 100.0 1,772 (リース材)、SS400

H-350×350×12×19 18.960 2 150.0 5,688 (リース材)、SS400

H-350×350×12×19 8.860 2 150.0 2,658 (リース材)、SS400

H-400×400×13×21 18.860 2 200.0 7,544 (リース材)、SS400

H-400×400×13×21 8.860 2 200.0 3,544 (リース材)、SS400

H-500×500×25×25 18.660 2 300.0 11,196 (リース材)、SS400

H-500×500×25×25 8.860 2 300.0 5,316 (リース材)、SS400

切梁

H-300×300×10×15 2.530 8 100.0 2,024 (リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.480 8 100.0 1,984 (リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.430 8 100.0 1,944 (リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.330 8 100.0 1,864 (リース材)、SS400

火打ち

H-300×300×10×15 5.197 4 100.0 2,079 隅火打ち　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 5.127 4 100.0 2,051 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 5.056 4 100.0 2,022 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 4.914 4 100.0 1,966 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 3.076 4 100.0 1,230 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 3.005 4 100.0 1,202 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.934 4 100.0 1,174 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 2.793 4 100.0 1,117 〃 　　(リース材)、SS400

H-300×300×10×15 0.500 64 100.0 ▲ 3,200 (控除分)、SS400

　　　主部材合計 57,387 kg

　　　消耗部材 57,387 × 0.04＝ 2,295 kg

合　計 74,178 kg

※控除分は火打ち受けピースを示す。

H-300×300×10×15 0.500 32 100.0 ▲ 1,600 (控除分)、SS400

　　　副部材合計 14,496 kg

ジャッキ

ｼﾞｬｯｷｶﾊﾞｰ

H-300用

H-300用

96

96

100.0

51.0

9,600 

4,896 

Ⅳ型(低空頭型バイブロハンマ工法)

Ⅳ型(低空頭型バイブロハンマ工法)

Ⅳ型(低空頭型バイブロハンマ工法)

名称 規格・寸法 細別 単位 備考

鋼矢板Ⅳ型 箇所

低空頭型バイブロハンマ工法 枚鋼矢板打設

鋼矢板継手箇所

Ⅳ型、L=13m、2箇所継

数量

鋼矢板引抜き 枚

240

120

120低空頭型バイブロハンマ工法

上空制限あり、2箇所継

Ⅳ型、L=13m、2箇所切断

〃

〃

上空制限あり、3箇所継 箇所 78

枚 26

枚 26

Ⅳ型、L=13m、3箇所継

Ⅳ型、L=13m、3箇所切断

〃

〃

〃 〃

(ウォータージェット併用)

(ウォータージェット併用)

規格・寸法

Ⅳ型(低空頭型バイブロハンマ工法)

Ⅳ型(低空頭型バイブロハンマ工法)

5.000 116 76.1 44,138 (リース材)、SY295

4.000 232 76.1 70,621 (リース材)、SY295

3.500 78 76.1 20,775 (リース材)、SY295

2.500 26 76.1 4,947 (リース材)、SY295

合　計 144,433 kg

5.000 4 76.0 1,520 (リース材)、SY295

4.000 8 76.0 2,432 (リース材)、SY295鋼矢板
コーナー

コーナー鋼矢板 Ⅳ型
コーナー鋼矢板 Ⅳ型

コーナー鋼矢板 Ⅳ型
コーナー鋼矢板 Ⅳ型

コーナー鋼矢板 Ⅳ型
コーナー鋼矢板 Ⅳ型

コーナー鋼矢板 Ⅳ型
コーナー鋼矢板 Ⅳ型
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縮尺 1:250久慈川橋　P5橋脚土留め工計画図(その3)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

P5橋脚土留め工計画図(その3)

1.施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

適宜修正を行うこと
   地盤の変状、支障物等がある場合は

P5橋脚平　面　図
１-１断面図

仮締切工 数量表

m3

細別 単位

個

m3

P5

448

732.2

1180.2

②土砂充填

①耐候性大型土のう

必要土砂(①＋②)

アラミド繊維巻立て
周方向 目付量525g/m2

3200

▽ 1.190(地下水位）

DL=0.000

5
0
0

8
6
58

1
1
6
0
0

▽2.126(施工時水位）

床掘
A=79.00m2

耐候性大型土のう
8個積み

遮水シート
L=6.50m

土砂充填
A=21.84m2

1000

11
52

250

護
岸
ﾌﾞﾛｯｸ

9200

2
0
0
0
0

アラミド繊維巻立て
周方向 目付量525g/m2

1

1

10
00
0

2
0
0
0
0

26000

8
6
6
0

1
8
3
85

耐候性大型土のう
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平　面　図

久慈川橋 P4橋脚土留め施工計画図 縮尺 1:300
側　面　図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

P4橋脚土留め施工計画図

1）組立台船については施工時に

注記

施工条件、河川、水深条件を再度確認し現地に
設定可能な規格を適宜設定すること

2）組立台船は、仮桟橋や仮締切に
適宜係留させることを想定する

4
8
2
+
2
0

4
8
2
+
4
0

4
8
2
+
6
0

4
8
2
+
8
0

久
慈
川

11200

P4

組立台船

鋼矢板

組立台船

鋼矢板

70t吊りクローラクレーン

6000

10tトラック

低空頭用油圧式圧入機

低空頭用油圧式圧入機

組立台船

28000

仮桟橋

組立台船

エンジンユニット

工具箱

発電機

溶接機

溶接機

工具箱

発電機

エンジンユニット

組立台船

6@10000=60
000

Ｍ

▽2.126(施工時水位）

9
8
06

組立台船

低空頭用油圧式圧入機

組立台船

低空頭用油圧式圧入機
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側　面　図

久慈川橋 工事用仮橋工一般図(その１) 縮尺 1:200

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

工事用仮橋工一般図(その１)

②支持杭施工：鋼管杭φ457.2

久慈川橋
①仮桟橋：斜張式架設工法 スパン10.0m

1.施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

地盤の変状に相違がある場合は適宜修正を行うこと
2.土留め引抜き時、必要に応じ現地盤を確認し、
引抜き時対策が必要であれば適宜設定することを留意する

　　　　　　　打設工法  ⇒バイブロハンマ(ウォータージェット併用)
　　　　　　　引抜き工法⇒バイブロハンマ

▽4.126

DL=0.000

施工時水位TP+2.126

既設護岸天端TP+4.126

s

c

g

c

c

s

c

s

c

g

c

c

s

c

至 日立 至 水戸 
（東京） 

γ＝18kN/m3
N＝0
φ＝25°、C＝ - kN/m2

αEo＝0kN/m2

γ＝16kN/m3
N＝2
φ＝ - 、C＝12.0kN/m2

αEo＝5,600kN/m2

γ＝20kN/m3
N＝30
φ＝ 38 、C＝0.0kN/m2

αEo＝84,000kN/m2

γ＝16kN/m3
N＝12
φ＝ - 、C＝72.0kN/m2

αEo＝33,600kN/m2

γ＝16kN/m3
N＝18
φ＝ - 、C＝108.0kN/m2

αEo＝50,400kN/m2

γ＝18kN/m3
N＝11
φ＝31°、C＝ - kN/m2

αEo＝30,100kN/m2

γ＝16kN/m3
N＝18
φ＝ - 、C＝105.0kN/m2

αEo＝49,000kN/m2
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継手工 継手工 継手工 継手工 継手工 継手工

継手工
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覆工平面図

覆工受桁・桁受平面図

久慈川橋　工事用仮橋工一般図(その２) 縮尺 1:200

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

工事用仮橋工一般図(その２)

至 日立 至 水戸
（東京） 

至 日立 至 水戸
（東京） 

6
0
00

6
0
00

6@10000=60000

60@1000=60000
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久慈川橋 工事用仮橋工一般図(その３) 縮尺 1:100

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

工事用仮橋工一般図(その３)

"a"部詳細図

覆工板

側 面 図

平 面 図

断 面 図

Ａ
Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ-Ａ断面

（メインフレーム）

Ｂ-Ｂ断面

（杭フレーム）

　▽覆工天端

2000 2000 2000

10000 10000

10000 10000

3
0
00

3
0
00

6
0
00

2
0
00

2
0
00

2
0
00

3000 3000

6000

1
0
00

4
00

4
00

300

6
92

13

2
0

6
52

2
0

350

5
50

12 12

1
9

50 250 50

5
12

1
9

打
込
み
長

H
≦
6m

8
90

覆 工 板
6000×1000×200

覆 工 板
6000×1000×200

メインフレーム
H692×300×13/20

杭フレーム

鋼管杭SKK400 φ457.2 ｔ12.0

（回転抑止材付）

ケーシングトップ ケーシングトップ

"a"

高欄（単管パイプ型）

手摺支柱

φ48.6 L=820
手摺

φ48.6

車止め
[380×100×10.5

車止め
[380×100×10.5

車止め
[380×100×10.5

覆工板押え金具
BP-180×9.5

杭フレーム

（覆工板押え金具付）

（覆工板押え金具付）

 （SM490）

鋼管杭SKK400

φ457.2 ｔ12.0

（回転抑止材付）

　

ガードレールブラケット

杭フレーム

メインフレーム
H692×300×13/20

 （SM490）

覆 工 板
6000×1000×200

杭フレーム

2000 2000
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断　面　図 断　面　図 断　面　図

久慈川橋　工事用仮橋工一般図(その４) 縮尺 1:200

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

工事用仮橋工一般図(その４)

4
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施工時水位TP+2.126
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久慈川橋 工事用仮橋工詳細図 縮尺 1:100

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

工事用仮橋工詳細図

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

3000

標準型杭フレーム
 （3817㎏）

6
9
0

1
1
1
0

3000

標準型ガイドリング
 （971㎏）

6
9
0

1
1
1
0

1110

7110

１０ｍ支間メインフレーム
 （8924㎏）

10000

6
9
2

2
0
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

9210

2
1
5

6
3
0
0

2
1
5

H-692×300×13/20

ルート間隔保持ビート

80-4個

裏当てリング

上杭

下杭

ストッパー φ6 L=30 4個
工場取付

鋼管杭継手詳細図 S=1:5

現場継手詳細図

3
0

2
53
55
0

126

0～2.4

12

φ609.6以下

5

1
～

4

45°
以
上

PL20x2.3x40

　裏当リング詳細図 S=1:10　

工場取付
裏当リング
PL50x4.5x1361

433.2

4.5404.5
3
5
1
5

5
0
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側　面　図

久慈川橋　AP1橋脚 上部補強足場工図（参考図）S=1:200

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

AP1橋脚 上部補強足場工図（参考図）

平　面　図

8000

▽ 0.601

Ｍ

2500 1550

3300

吊り足場（標準型側面）

1200

4
2
7
5

昇降階段

AP1

48
0+

00

2000

29000

3300

昇降階段

AP1

1800

1200
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久慈川橋　P3橋脚 上部補強足場工図（参考図）S=1:200

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

P3橋脚 上部補強足場工図（参考図）

側　面　図

平　面　図

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

P3
3200

ＭＭ

1534 1534

10500

吊り足場（標準型側面）

4
8
1
+
8
0

15500

10500

2000

P3

吊り足場
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久慈川橋　P7橋脚 上部補強足場工図（参考図）S=1:200

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

P7橋脚 上部補強足場工図（参考図）

側　面　図

平　面　図

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

Ｍ

Ｆ

6600

1200
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枠組足場
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400
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8
7

P7

4
8
4
+
2
0

4
8
4
+
4
0

4
8
4
+
3
1

15
5 0
0

1200

1200

14
5 0
0

P7枠組足場
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久慈川橋　A2橋台 上部補強足場工図（参考図）S=1:200

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

株式会社　長　大

久慈川橋

A2橋台 上部補強足場工図（参考図）

側　面　図

平　面　図

常磐自動車道　
久慈川橋耐震補強工事

8500

9
5
0
0

▽ 5.219

Ｍ

枠組足場
1200

4
8
5
7

1200

4
2
6
1

400

6
0
0

移動足場

4
8
4
+
6
0

12001200

15
0 0
0

12
0 0
0

A2

18
00

1200

移動足場

枠組足場
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二車線（80ｋｍ/ｈ）区間走行規制標準図＜昼間＞

矢印板が設置可能な場合は、車線減少標識箇所に矢印板を設置する。

発炎筒（５分用）はテーパ部設置時及びテーパー部撤去時に使用する。（各々３本）

※工事箇所が５００ｍを超える時は、　　を５００ｍ毎路肩側に設置する。
50

交通監視員Aの配置は特記仕様書によるものとする。

久慈川橋　交通規制図

【凡例】

一車線規制　Ⅰ×1×0

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

久慈川橋　交通規制図

久慈川橋耐震補強工事

安全太郎

回転警戒灯

標識車

走行車線

追越車線10m間隔（自発光式デリ付100m間隔）

（ロボット）

※

20m間隔

1000ｍ先800ｍ先

60
300ｍ先

50

追越禁止

×

200m 100m 200m100mテーパー部　300m100mＬ m50m以上

50

追越禁止

発炎筒

工　事　箇　所

交通監視員A

300m

追
突
注
意

100m

交通監視員

交通監視員

交通監視員A

20m間隔20m間隔
自発光式デリ

80

追越禁止

追越禁止

：矢印板

（貸与）

：赤色回転灯

（貸与）

：交通監視員

（規制費に含む）

：交通監視員A

（工事箇所）

：標識車

：安全太郎

（貸与）

：ラバーコーン

（反射ｷｬｯﾌﾟ、自発光ﾃﾞﾘ）

（貸与）

：ラバーコーン

（貸与）

：工事予告看板

（貸与）

50
：警戒標識

（頭部に自発光ﾃﾞﾘ）

（貸与）

：指示表示

（自発光ﾃﾞﾘ）

（貸与）300ｍ先

×

（工事箇所）

（工事出入口）

常時
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久慈川橋 交通保安要員配置図

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

平　面　図

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社　長　大

常磐自動車道

久慈川橋耐震補強工事

久慈川橋

交通保安要員配置図

河川管理用通路

交通誘導員Ｂ

搬入路

河
川
管
理
用
通
路

P7

A2

P6

P
5
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B面 A面（起点側）

C面（終点側）
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D面
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8652

5100
①断面修復工Ｂ１

356.67L

②断面修復工Ｂ１

630.68L

③断面修復工Ｂ１

1069.92L

1
6
0
6

1
0
3
9
4

⌒3128

鉄　筋

71

鉄　筋

77

断面修復工 断面修復工

1
6
0
6
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